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スウェーデンにおける労働の人間化の展開
１
時
期
区
分
お
よ
び
第
一
の
時
期
スウェーデンにおける労働の人間化（ＱＷＬ）は、労働運動における産業民主主義の追求、経営者の革新の試みと
（１） 
関
連
し
て
展
開
し
て
き
た
が
、
一
九
八
○
年
代
の
初
め
ま
で
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
に
聿
川
じ
た
。
ま
た
、
最
近
刊
行
さ
れ
た
、
赤
岡
功
『
作
業
組
織
再
編
成
の
新
理
論
』
（
千
倉
書
房
、
一
九
八
九
年
）
は
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
の
観
点
か
ら
、
ま
た
、
産
業
民
主
主
義
と（２） 
単
な
る
仕
事
の
改
善
と
の
対
抗
関
係
か
ら
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
八
○
年
代
半
ば
ま
で
の
問
題
の
発
展
経
過
を
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
これらにより、八○年代半ばまでのＱＷＬに関わる各種の事実について、把握出来る。
（３） 
以
下
、
最
近
に
お
け
る
経
過
、
経
験
を
踏
ま
舅
え
て
、
過
去
の
展
開
に
所
要
の
再
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
現
状
に
お
け
る
展
開
の
特
質
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
一
九
五
○
～
六
○
年
代
に
顕
著
な
経
済
成
長
が
あ
り
、
国
民
の
生
活
水
準
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
国
家
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
労
働
の
人
間
化
の
展
開
（
上
）
’
一
九
八
○
年
代
を
中
心
に
Ｉ
嶺
産
業
民
主
主
義
と
Ｑ
Ｗ
Ｌ
学
と
し
て
の
諸
政
策
の
発
展
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、
海
外
市
場
に
依
存
す
る
機
械
工
業
の
比
重
の
大
き
い
こ
の
国
の
場
合
、
こ
の
分
野
を
中
心
と
す
る
、
テ
イ
ラ
ー
主
義
的
な
方
法
に
よ
る
合
理
化
に
よ
っ
て
、
生
産
上
の
支
障
や
、
高
い
欠
勤
率
と
異
動
率
の
よ
う
な
労
働
疎
外
的
諸
現
象
が
現
れ
て
き
た
。
労
働
組
合
は
、
伝
統
的
な
方
式
よ
る
合
理
化
を
支
持
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
六
○
年
代
後
半
に
な
（４） 
ると、このような発展自体について、抜本的な検討が問題とされる。これは、労働の人間化の必要が自覚されたもの
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
際
、
新
し
い
作
業
組
織
な
ど
の
仕
事
の
改
善
に
よ
る
職
務
満
足
の
達
成
は
、
労
使
の
共
通
の
課
題
と
見
な
さ
れ
た
が
、
労
働
組
合
全
国
組
織
は
、
広
範
な
産
業
民
主
主
義
的
な
改
革
、
特
に
、
企
業
に
お
け
る
階
層
レ
ベ
ル
ご
と
の
意
思
決
定
へ
の
参
加
を
も
求
め
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
労
働
の
人
間
化
は
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
他
の
先
進
諸
国
に
比
較
し
て
著
し
く
高
い
こともあり、労働組合全国組織の政策とこれに対応する使用者団体の政策に左右されるところが大きい。全国レベル
のＱＷＬ、産業民主主義に関する労使の政策は、およそ六○年代末以降、この政策にかかわる現実的な経験、技術革
新
や
国
際
競
争
と
マ
ク
ロ
経
済
の
変
動
な
ど
の
環
境
条
件
の
も
と
で
、
大
き
く
、
協
力
、
対
立
、
よ
り
高
次
の
協
力
と
い
う
三
局
面
を
経
て
最
近
に
至
っ
て
い
る
。
後
記
の
よ
う
に
、
現
在
さ
ら
に
変
化
の
兆
し
が
あ
る
が
、
未
だ
見
通
し
は
困
難
で
あ
る
。
上
記
の
三
局
面
は
、
各
種
施
策
や
大
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
性
格
に
よ
る
区
分
で
あ
り
、
時
期
区
分
に
置
換
え
る
と
重
複
す
る
と
こ
ろ
が
（５） 
ある。時期区分としては、労働の人間化にもっとも関連の深い職場における赴く同決定法（ＭＢＬ）が成立する以一川の
時
期
、
七
○
年
半
ば
か
ら
、
一
九
八
二
年
に
Ｍ
Ｂ
Ｌ
に
よ
る
民
間
産
業
の
基
本
協
定
が
成
立
す
る
ま
で
の
中
間
の
時
期
、
そ
し
て
そ
れ
以
降の時期に分けることができよう。
第
一
の
時
期
は
、
六
○
年
代
末
か
ら
始
ま
る
。
新
し
い
作
業
組
織
の
先
行
的
試
み
が
な
さ
れ
、
半
自
律
的
作
業
集
団
な
ど
の
革
新
が
相
当
程
度
普
及
す
る
。
一
九
七
四
年
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
営
者
団
体
連
盟
（
Ｓ
Ａ
Ｆ
）
が
五
○
○
の
事
例
に
基
づ
き
職
務
の
改
善
に
つ
い
て
（６） 
報
告
書
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
麺
、
で
刊
行
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
個
別
企
業
、
事
業
所
の
経
営
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
試
み
で
あ
る
。
し
か
1２ 
スウェーデンにおける労働の人Ill1化の展|)3
２
一
連
の
労
働
立
法
と
第
二
の
時
期
一九七○年代に入ると、労働運動は、労働立法によって企業の各階層レベルで、労働組合が影響力を及ぼし、また
経
営
特
権
（
採
用
と
解
雇
の
自
由
、
仕
事
を
配
分
す
る
業
務
指
揮
の
自
由
）
を
制
限
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
個
別
労
働
立
法
は
第
一
期
後
半
か
ら
第
二
期
に
か
け
て
続
く
。
労
働
運
動
が
立
法
に
関
心
を
集
中
し
た
た
め
、
作
業
組
織
の
改
善
と
い
う
職
場
に
お
け
る
仕
事
を
通
し
こ
れ
と
並
ん
で
、
中
央
労
使
の
協
力
の
も
と
で
作
業
組
織
な
ど
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
け
る
産
業
民
主
主
義
の
実
験
に
倣
っ
た
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｆ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
が
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｆ
は
、
労
使
合
同
の
調
査
委
員
会
の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
作
業
グループである。一○件のプロジェクトがあり、アトラス・コプコ社（シ［｝囚の０．℃８）の砕岩機組立て工程における
集
団
作
業
、
多
技
能
化
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｆ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
九
六
九
年
か
ら
実
質
的
に
七
三
年
ご
ろ
ま
で
続
い
た
が
、
労
使
の
意
見
が
別
れ
、
そ
の
後
、
使
用
者
側
の
Ｓ
Ａ
Ｆ
は
、
後
述
の
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
る
。
労
使
の
意
見
の
食
違
い
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
使
用
者
側
が
職
場
レ
ベ
ル
の
作
業
組
織
の
改
善
や
職
務
満
足
に
課
題
を
限
定
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
て
、
労
働
者
側
は
、
企
業
の
上
位
階
層
な
ど
へ
労
働
組
合
の
影
響
力
を
拡
大
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
と
こ
ろ
が
基
本
的
で
あ
っ
た
。
ＵＲＡＦプログラムのほか、同じ時期に、国有企業および公務につき、権限委任による民主化の試みがあった（ＦＯ
Ｄ
Ｄ
お
よ
び
Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｆ
）
。
数
例
か
ら
な
っ
て
い
た
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｄ
で
は
、
作
業
組
織
の
改
善
例
と
し
て
、
ア
ル
ヴ
ィ
カ
た
ば
こ
（
し
三
百
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。
企
業
側
の
必
要
か
ら
発
足
し
た
も
の
で
な
か
っ
た
Ｆ
Ｏ
Ｄ
Ｄ
は
間
も
な
く
解
消
し
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｆ
は
、
二
○
機
関
に
一
○
○
○
の
委
員
会
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
は
、
作
業
組
織
の
改
善
で
は
な
く
、
人
事
・
労
務
、
特
に
監
督
者
の
任
命
な
ど
を
取
扱
い
、
労
使
協
議
の
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
中
央
労
使
の
対
立
で
存
続
出
来
な
く
な
っ
た
が
、
下
部
で
は
そ
の
ま
ま
（７） 
しばらく継続したものがあった。
１３ 
ず
る
直
接
参
加
は
、
第
二
義
的
な
重
要
性
を
占
め
る
に
と
ど
ま
っ
た
と
言
え
よ
う
。
第
二
の
時
期
に
は
、
中
央
レ
ベ
ル
で
の
労
使
の
関
係
は協調より対抗であったから、作業組織改善についての研究は労使単独で行われた。
こ
の
国
の
労
使
関
係
で
は
、
法
律
に
よ
る
規
制
に
よ
ら
ず
、
労
使
中
央
の
合
意
に
よ
り
協
調
的
に
諸
問
題
に
対
処
し
て
き
た
か
ら
、
労
働運動が産業民主主義実現のため労働立法に依存しようとしたのは大きな変化である。ブルーカラーの全国組織であ
る
Ｌ
Ｏ
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
長
期
政
権
に
あ
っ
た
社
会
民
主
党
は
、
一
九
七
六
年
に
政
権
を
失
い
、
八
二
年
に
復
帰
し
て
い
る
が
、
政
権
喪
失
以
前
に
、
産
業
民
主
主
義
に
関
わ
る
主
要
な
立
法
が
な
さ
れ
る
か
、
軌
道
が
敷
か
れ
た
。
労
働
者
の
役
員
会
へ
の
参
加
、
職
場
委
員
の
地
位
の
保
障
、
労
働
運
動
が
産
業
民
主
主
義
の
実
質
と
し
て
重
視
し
て
い
る
職
業
能
力
の
発
展
と
組
合
員
教
育
を
支
え
る
教
育
休
暇
に
関
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
が
成
立
し
た
。
特
に
重
要
と
思
わ
れ
る
の
は
、
七
四
年
の
一
雁
用
保
護
法
で
あ
る
。
正
当
な
班
由
の
な
い
解
一
雁
（８） 
の錘不止をはじめ、使用者の労働者解一属の自由を厳しく規制した。労働の人間化と関連の深いＭＢＬは一九七六年成立
し
、
翌
年
施
行
さ
れ
た
。
ま
た
労
働
環
境
法
は
、
社
会
民
主
党
政
権
の
も
と
で
準
備
と
社
会
的
合
意
が
成
立
し
、
七
七
年
に
成
立
し
た
。
労
働
組
合
の
関
心
は
、
さ
ら
に
産
業
民
主
主
義
か
ら
、
「
経
済
民
主
主
義
」
に
向
い
、
そ
の
具
体
化
と
し
て
、
労
働
者
基
金
制
度
が
政
策
論
争
の
焦
点
と
な
っ
た
。
資
本
主
義
企
業
の
所
有
に
変
革
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
も
っ
た
こ
の
制
度
は
、
社
会
民
主
党
の
政
権
復
帰
に
よ
り
、
八
三
年
に
実
現
さ
れ
た
が
、
具
体
化
の
過
程
で
な
さ
れ
た
調
盤
に
よ
り
変
質
し
、
労
働
運
動
に
と
っ
て
の
魅
力
の
な
い
も
の
に
変
法
律
に
よ
り
、
産
業
・
経
済
民
主
主
義
の
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
が
、
労
働
運
動
に
と
っ
て
は
、
そ
の
実
質
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
た
。
労
働
組
合
は
、
組
合
員
、
労
働
者
の
各
種
の
教
育
に
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。
作
業
組
織
に
つ
い
て
も
、
労
働
運
動
の
目
標
を
実
現
す
る
よ
う
な
モ
デ
ル
を
追
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
組
ま
れ
た
。
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
お
よ
び
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
わ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
１４ 
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
は
、
労
働
生
活
の
民
主
的
管
理
と
計
画
を
意
味
し
て
お
り
、
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
産
業
民
主
主
義
な
視
点
で
、
労
働
者
に
役
立
つ
よ
う
に
利
用
し
て
い
く
仕
事
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
作
業
組
織
の
改
善
が
、
使
用
者
主
導
で
行
わ
れ
、
労
働
者
、
労
働
組
合
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
知
識
経
験
が
蓄
積
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｌ
Ｏ
の
支
援
の
も
と
で
一
九
七
五
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
経
営
側
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
変
革
を
行
う
際
、
労
働
者
の
調
査
グ
ル
ー
プ
が
核
と
な
り
、
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
参
加
の
労
働
者
代
表
、
労
働
者
の
研
究
サ
ー
ク
ル
、
研
究
者
、
労
働
組
合
の
支
部
組
織
な
ど
が
連
携
を
保
ち
つ
つ
、
労
働
者
に
適
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
の
方
法
を
提
示
し
て
ゆ
く
こ
と
な
ど
が
そ
の
内
容
で
あ
り
、
四
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
（８） 
提
示
さ
れ
る
案
は
、
経
営
側
の
案
に
事
後
的
に
対
応
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｕ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
九
八
一
年
か
ら
約
五
年
か
け
て
行
わ
れ
た
労
働
側
の
試
行
で
あ
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名
称
は
、
開展
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
の
「
労
働
の
質
の
観
点
か
ら
す
る
開
発
、
技
術
、
生
産
物
」
の
略
称
で
あ
る
。
Ｄ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
で
は
経
営
側
の
案
に
対
応
の化し
た
が
、
こ
こ
で
は
、
新
聞
製
作
な
ど
で
労
働
者
の
熟
練
を
生
か
し
、
ペ
ー
ジ
の
構
成
、
イ
メ
ー
ジ
処
理
を
画
面
を
通
じ
て
行
な
い
一
伺
い
間人
品
質
を
実
現
で
き
る
よ
う
な
ソ
フ
ト
・
ウ
ェ
ア
を
、
ス
カ
ン
ジ
ナ
ビ
ア
地
域
レ
ベ
ル
で
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
労
働
組
合
と
労
働
者
、
ア
ク
シ
の鋤ヨ
ン
・
リ
サ
ー
チ
の
研
究
者
、
情
報
技
術
者
の
協
同
で
検
討
し
、
開
発
さ
れ
た
ソ
フ
ト
・
ウ
ェ
ア
を
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
労
働
者
職
場
に
導
労る
入
さ
せ
よ
う
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
。
経
営
に
よ
る
計
画
の
事
前
に
、
労
働
者
に
適
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
利
用
技
術
を
開
発
す
る
も
の
で
け
（、）
ぉ
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
は
進
展
し
た
が
、
企
業
に
実
際
に
採
用
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。
にン
と
こ
ろ
で
、
第
二
の
時
期
を
中
心
に
労
働
組
合
主
導
の
作
業
組
織
の
改
善
等
の
試
み
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
す
で
に
使
用
者
主
導
の
（プ｜
実
験
、
試
行
が
多
数
あ
り
、
経
験
、
知
識
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
で
も
あ
る
。
使
用
者
主
導
の
も
エゥのは、職務満足などを目指すとは一一一一口え、労働組合の視点からは問題があったからである。使用者主導の作業組織の改
ス
霊口については、ＳＡＦが個別の経験を集約して、「新しい工場」として理論化する作業を専門家を動員して行なった。
1５ 
３
第
三
の
時
期
１
１
基
本
協
定
職
場
に
お
け
る
共
同
決
定
法
（
Ｍ
Ｂ
Ｌ
）
に
つ
い
て
は
、
労
働
生
活
の
諸
条
件
に
影
響
す
る
広
範
な
事
項
に
つ
い
て
労
働
組
合
の
発
言
を
認
め
る
も
の
で
、
こ
れ
を
推
進
し
た
労
働
組
合
の
当
初
の
期
待
は
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
経
営
特
権
に
属
し
た
こ
と
も
、
労
働
組
合
が
交
渉
し
て
決
定
し
う
る
と
組
合
の
文
書
な
ど
で
宣
伝
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
施
行
さ
れ
て
か
ら
は
、
解
釈
と
運
用
上
、
法
の
実
際
的
効
果
は
経
営
か
ら
情
報
を
事
前
に
得
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
み
よ
う
。
特
に
重
要
な
規
定
と
し
て
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
二
条
は
、
労
働
者
の
仕
事
、
労
働
条
件
に
影
響
を
与
え
る
重
要
な
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
使
用
者
に
、
変
更
に
先
立
ち
、
協
約
の
あ
る
労
働
組
合
と
交
渉
す
べ
き
義
務
を
課
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
交
渉
（
英
訳
で
ロの、・は胃の）は日本の労使関係では、ほぼ協議に見合うものと考えられる。交渉により合意すれば労働組合の意見が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
成
果
と
思
わ
れ
る
英
文
の
報
告
書
は
一
九
八
○
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
七
六
年
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
新
し
い
工
場
の
成
果
の
普
及
に
労
働
組
合
は
反
対
で
あ
っ
た
。
労
使
合
同
の
事
業
で
は
な
い
こ
と
、
既
述
の
よ
う
に
、
職
場
レ
ベ
ル
に
改
善
を
限
定
す
べ
き
で
な
い
こ
と
、
組
合
員
の
連
帯
の
維
持
に
問
題
が
あ
る
こ
と
などが組合側の批判であった。新しい工場は、生産管理的、技術的な性格の強い工場管理であった。長いベルト・コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
よ
る
強
制
進
行
的
な
組
立
て
工
程
を
や
め
、
平
行
的
な
短
い
ラ
イ
ン
に
替
え
る
こ
と
、
緩
衝
ス
ト
ッ
ク
を
置
く
な
ど
作
業
速
度に自由度を与えること、機械の配置を製品別の加工順とすること、職場を工場内工場として自律性をもたせること、
生産グループ（半自律的作業集団）による作業とし、それが可能となるような物的条件を形成することなどである。
労
働
組
合
中
央
組
織
の
反
対
は
、
末
端
に
お
い
て
変
化
の
正
当
性
に
疑
念
を
生
じ
さ
せ
、
新
し
い
工
場
の
普
及
が
抑
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
った。
1６ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
Ｍ
Ｂ
Ｌ
は
共
同
決
定
の
枠
組
み
を
決
め
て
い
る
だ
け
で
、
中
央
協
約
に
よ
り
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
交
渉
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で
あ
っ
た
。
公
的
部
門
に
つ
い
て
協
定
が
成
立
し
て
後
、
民
間
部
門
で
は
、
一
九
八
二
年
に
「
効
率
と
参
加
に
関
す
る
協
定
」
が
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
と
Ｌ
Ｏ
、
Ｐ
Ｔ
Ｋ
（
産
業
・
サ
ー
ビ
ス
俸
給
労
働
者
連
合
ｌ
民
間
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
代
表
一
の
間
で
締
結
さ
れ
た
。
Ｍ
Ｂ
Ｌ
が
成
立
し
た
当
時
は
労
働
組
合
は
使
用
者
に
対
抗
的
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
が
、
こ
の
協
定
は
協
力
的
性
格
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
労
使
関
係
の
変
化
は
、
一
九
三
○
年
代
以
降
の
協
調
に
回
帰
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
、
七
○
年
代
後
半
以
降
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
環
境
の
悪
化
が
背
景
に
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
第
一
次
石
油
危
機
後
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
済
の
基
本
指
標
が
悪
化
し
、
労
働
運
動
の
期
待
に
応
え
た
Ｍ
Ｂ
Ｌ
が
実
現
し
た
七
六
～
七
七
年
に
そ
れ
が
最
も
顕
著
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
緊
急
対
策
に
よ
り
経
済
の
回
復
が
み
ら
れ
る
が
、
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
と
日
本
な
ど
と
の
国
際
競
争
の
激
化
か
ら
、
八
○
～
八
二
年
に
再
び
基
本
指
標
が
悪
化
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
競
争
力
の
維
持
、
雇
用
の
確
保
な
ど
の
た
め
、
労
使
協
力
し
て
、
生
藤
性
を
高
め
、
弾
力
的
に
環
境
条
件
に
適
応
す
る
必
要
を
労
使
が
認
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「効率と参加に関する協定」は、その後の民間部門の労使関係の性格を決めるものである。また、協定は、作業組
織の開発をひとつの柱としている。この協定の枠組のもとで、労使協力によるＱＷＬプログラムなどが、新たな構想
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
協
定
は
、
労
使
が
理
念
の
レ
ベ
ル
で
合
意
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
化
の
方
向
を
示
し
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
一
方
に
反
映
さ
れ
る
。
交
渉
が
終
わ
ら
な
い
と
使
用
者
は
決
定
で
き
な
い
が
、
使
用
者
は
最
終
決
定
権
が
あ
る
。
ま
た
、
労
働
組
合
は
使
用
者
の
意
思
決
定
に
圧
力
を
加
え
る
た
め
争
議
行
為
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｍ
Ｂ
Ｌ
の
規
定
で
は
、
ま
た
重
要
な
意
思
決
定
に
つ
き
交
渉
を
申
込
ま
れ
な
い
場
合
、
労
働
組
合
か
ら
交
渉
を
要
求
で
き
る
。
労
働
組
合
は
ま
た
経
営
に
関
し
て
広
範
な
情
報
を
得
る
権
利
が
定
め
ら
（Ⅱ） 
れている。
1７ 
お
け
る
企
業
の
効
率
、
収
益
性
、
競
争
力
の
維
持
と
、
他
方
に
お
け
る
、
雇
用
保
障
、
雇
用
条
件
の
改
善
、
参
加
、
職
業
的
能
力
の
発
展
が労使共通の価値であることを認めている。上記理念の具体化には、基本協定をうけて産業別、企業別協定を締結し、
ロ
ー
カ
ル
に
交
渉
す
る
手
続
き
を
予
定
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
三
分
野
に
お
け
る
開
発
を
掲
げ
て
い
る
。
第
一
は
作
業
組
織
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
職
務
設
計
の
目
標
と
さ
れ
て
き
た
条
件
（
従
業
員
の
知
識
・
経
験
の
発
展
、
従
業
員
の
必
要
を
満
た
す
職
務
と
作
業
組
織
の
設
計
、
仕
事
に
お
け
る
従
業
員
の
影
響
力
と
責
任
の
哨
加
、
権
限
の
委
誠
、
組
織
単
位
に
お
け
る
意
思
決
定
、
グ
ル
ー
プ
組
織
・
職
務
転
換
・
職
務
拡
大
な
ど
の
措
置
）
、
健
全
な
労
働
環
境
の
実
現
、
仕
事
に
影
響
す
る
情
報
の
適
切
な
提
供
、
労
働
組
合
と
従
業
員
の
計
画
へ
の
参
加
な
ど
が
条
文
化
さ
れ
て
い
る
。
第
二
は
技
術
の
開
発
に
つ
い
て
で
あ
る
。
技
術
変
化
は
会
社
の
成
功
と
一
屈
川
の
維
持
に
寄
与
す
る
と
の
基
本
理
解
に
立
ち
、
そ
の
結
果
と
し
て
健
全
な
職
務
内
容
を
も
た
ら
す
べ
き
こ
と
、
従
業
員
が
熟
練
を
高
め
責
任
を
も
つ
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
、
主
要
な
変
化
に
は
組
合
が
参
加
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
、
協
力
や
貢
献
の
た
め
、
会
社
の
経
済
的
な
ど
の
情
報
を
労
働
組
合
、
従
業
員
に
提
供
す
べ
き
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
基
本
協
定
は
、
作
業
組
織
、
職
務
内
容
を
重
視
し
て
、
従
来
の
経
験
を
引
き
継
い
で
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
新
技
術
の
積
極
的
利
用
や
、
職
場
レ
ベ
ル
を
超
え
て
経
営
の
各
階
層
、
諸
活
動
を
革
新
し
、
こ
れ
に
よ
り
企
業
の
効
率
を
高
め
て
競
争
力
を
増
し
、
同
時
に
法
令
に
う
た
わ
れ
た
理
念
（
健
全
な
労
働
環
境
、
男
女
の
機
会
均
等
な
ど
）
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
協
定
は
、
作
業
組
織
の
改
善
の
み
に
限
定
せ
ず
、
過
去
の
経
験
、
現
状
の
社
会
経
済
的
背
景
を
踏
ま
え
た
、
関
連
施
囲
の
広
い
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
４
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
労
使
の
動
向
悪
化
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
経
済
的
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
立
直
し
に
つ
い
て
労
使
の
期
待
を
も
担
う
も
の
と
し
て
、
民
間
部
門
で
「効率と参加に関する協定」が成立し、再び中央労使の協力のもとに、ＱＷＬについて全国的規模のプログラムが行
1８ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
詳しく述べる。
さ
ら
に
、
同
じ
背
景
の
も
と
で
、
「
人
間
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
労
働
生
活
」
Ｍ
Ｄ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
人
間
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
お
け
る
革
新
的
な
試
み
の
助
成
計
画
が
一
九
八
七
～
九
二
年
の
期
間
に
つ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
（
後
述
）
。
第
二
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
組
織
、
協
議
」
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
に
よ
る
労
働
生
活
の
実
際
的
改
善
お
よ
び
職
場
の
諸
条
件
と
そ
の
変
更
方
法
に
関
す
る
知
識
の
長
期
的
発
展
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。
一
九
八
五
年
か
ら
スタートした大規模なプログラムである。高度の実験ではなくて、普及に特に関心がある。これについては、次節で
われることとなった。公的部門でも効率化などの要請があり、ＱＷＬの個別的な試みがなされた。公共政策としても
こ
れ
を
支
持
し
、
支
払
い
賃
金
に
対
す
る
使
用
者
賦
課
金
を
財
源
と
す
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
環
境
基
金
（
Ｈ
ヶ
の
①
ゴ
の
＆
の
ゲ
ミ
・
昊
同ｐａＨ・ロ日の昌司ロ日）などがＱＷＬプログラムのため助成を行ってきた。ＭＢＬの成立の際設立された、スウェーデ
ン労働生活センター（二のの言のｓの匠○のロ〔の罠・『二・三后口【の）も第一一の時期の各種研究を引継ぐとともに、今期は後
記のＬＯＭプログラムの事務局をつとめるなどの役割を果たしてきた。
前
記
の
中
央
協
定
の
も
と
で
、
そ
の
実
現
を
目
指
し
た
労
使
協
力
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
た
。
第
一
は
、
「
新
技
術
、
労
働
生
活
お
よび経営のための開発計画」（英語略称日ロのＣのぐの｝○℃目の昌勺Ｈ○四四日目の）である。一九八一一年から八八年頃まで行わ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
目
標
は
、
新
技
術
の
導
入
に
あ
た
り
、
生
産
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
作
業
組
織
・
職
務
内
容
の
改
善
な
ど
を
図
る
も
の
で
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
助
言
を
う
け
う
る
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
質
を
向
上
し
、
そ
れ
を
記
録
し
、
普
及
す
ることであった（後述）。
九
八
○
年
代
に
は
、
経
営
者
の
中
に
、
こ
の
時
期
の
激
変
的
な
市
場
条
件
に
適
合
し
た
新
し
い
経
営
の
理
念
と
方
式
を
採
用
し
て
利
1９ 
第
一
に
職
能
別
分
業
を
基
本
的
に
廃
止
し
、
製
品
分
野
別
な
ど
の
事
業
部
制
に
代
表
さ
れ
る
、
ま
と
ま
り
あ
る
経
営
単
位
（
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
）
を
つ
く
り
、
そ
の
経
営
者
に
統
合
的
に
権
限
を
委
譲
す
る
。
経
営
単
位
で
は
、
目
標
が
明
確
で
、
市
場
に
直
結
し
て
対応するために従業員が創造性を発揮して参与（曰く・］ぐの）できる。なお、経営単位の統合については具体的配慮（例
え
ば
、
研
究
開
発
の
分
業
、
中
央
ス
タ
ッ
フ
の
あ
り
か
た
、
経
営
単
位
の
統
合
の
方
法
）
が
必
要
で
あ
る
。
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
者
が
現
れ
、
他
の
一
般
の
経
営
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｓ
航
空
の
サ
ー
ビ
ス
経
営
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
社
の徹底した事業部制などが革新の事例として知られている。新しい経営は、ＳＡＦが支援、推進した「新しい工場」
の
経
験
を
引
継
い
で
い
る
が
、
生
産
現
場
の
工
学
的
な
編
成
と
作
業
組
織
に
止
ま
ら
ず
、
経
営
全
体
の
革
新
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
経
営
に
お
け
る
理
論
と
実
践
、
日
本
的
経
営
（
最
近
で
は
特
に
ジ
ャ
ス
ト
・
イ
ン
・
タ
イ
ム
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
）
に
学
ぼ
う
と
す
る
と
（皿）
こ
ろ
も
あ
る
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
リ
ン
ド
ホ
ル
ム
の
紹
介
な
ど
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
経
営
の
内
容
は
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
経
営
体
を
．
ひ
と
ｌ
も
の
、
権
限
職
務
な
ど
で
な
く
ｌ
の
集
団
な
い
し
組
織
と
み
な
し
て
い
る
．
各
層
の
管
理
者
と
従
業
員
を
経
営
の
目
的
に
対
し
て
、
動
機
づ
け
、
統
合
す
る
こ
と
が
経
営
者
の
重
要
な
機
能
と
な
る
。
こ
の
観
点
か
ら
労
働
組
合
の
参
加
も
認
め
る
。
つ
ぎ
に
、
経
営
の
環
境
、
特
に
市
場
、
技
術
の
変
化
が
著
し
い
が
、
経
営
は
こ
れ
に
対
応
し
直
ち
に
創
造
的
、
柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
続
し
利
潤
を
あ
げ
う
る
と
み
な
す
。
サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ
て
は
、
第
一
線
の
従
業
員
が
顧
客
と
の
相
互
関
係
の
中
で
サ
１
ビ
ス
の
質
を
作
り
出
す
。
管
理
者
は
こ
れ
を
支
援
す
る
者
で
あ
る
。
新
し
い
経
営
で
は
、
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
経
営
観
に
立
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
テ
イ
ラ
ー
主
義
的
な
管
理
へ
の
批
判
を
含
意
し
て
い
る
。
作
業
者
が
事
前
に
決
定
さ
れ
た
基
準
を
批
判
す
る
こ
と
な
く
受
入
れ
、
こ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
、
経
営
者
も
基
準
に
合
致
す
る
よ
う
に
符
理
す
る
の
で
は
、
激
変
す
る
市
場
に
従
業
員
・
経
営
者
が
創
造
的
に
対
処
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
新
し
い
経
営
観
に
立
つ
主
な
経
営
内
の
対
策
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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第二に、経営単位内の階層は圧縮してフラットなものとし、機能は柔軟に交替しあうようにする。生産の現場では、
「新しい工場」の諸方式を利用する。第一とともに、これらにより従業員の創造的な参与を期待する。
第
三
に
、
経
営
者
、
管
理
者
の
重
要
な
役
割
は
指
揮
命
令
に
よ
る
部
下
の
管
理
で
な
く
、
従
業
員
が
創
造
性
を
発
揮
し
て
参
与
で
き
る
よ
う
に
し
、
従
業
員
を
企
業
に
統
合
す
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
お
か
れ
る
。
第四に、新技術の利川についてである。新しい経営では新技術をひとの組織体の手段として積極的に導入する。こ
れ
に
よ
り
、
生
産
の
現
場
で
は
、
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
統
合
生
産
な
ど
が
早
く
か
ら
実
現
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
作
業
者
は
自
ら
の
判
断
で
シ
ス
テ
ム
を
迎
営
す
る
者
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
従
業
員
は
新
し
い
経
営
の
あ
り
か
た
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｅ
・
Ｉ
Ｔ
（
情
報
）
技
術
は
新
し
い
経
営
の
あ
り
か
た
に
適
合
し
こ
れ
を
支
援
で
き
る
よ
う
に
、
利
川
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
現
場
労
働
者
を
含
む
従
業
員
の
参
与
に
は
、
市
場
や
経
営
に
関
す
る
情
報
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
企
業
全
体
と
し
て
の
統
合
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
施
策
が
、
市
場
対
応
的
な
柔
軟
性
と
新
技
術
に
よ
り
、
企
業
の
国
際
競
争
を
強
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
資
本
の
合
理
化
と
い
う
名
称
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｔ
の
導
入
に
関
心
が
強
い
。
各
種
の
在
庫
の
維
持
の
た
め
の
費
用
が
き
わ
め
て
大
き
い
と
の
試
算
が
な
さ
れ
て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
の
狙
い
が
あ
る
が
、
同
時
に
生
産
の
開
始
か
ら
完
成
・
引
渡
し
ま
で
の
時
間
の
短
縮
に
よ
り
需
要
（旧）
に
速
や
か
に
応
じ
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。
ヒ
ャ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
新
し
い
経
営
と
合
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、
従
業
員
の
参
与
等
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
が
、
使
用
者
の
目
的
と
し
て
は
、
七
○
年
代
の
職
務
満
足
よ
り
は
、
広
義
の
生
産
性
に
お
か
れ
て
い
る
。
最
後
に
、
労
働
組
合
の
立
場
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
第
三
の
時
期
に
お
け
る
労
働
組
合
中
央
組
織
の
立
場
は
、
八
一
一
年
の
民
間
協
定に表された現実的なものである。七○年代初め以降、制度改革の課題とされた産業民主主義は、運動により、一連
2１ 
の
労
働
立
法
と
し
て
形
を
整
え
た
。
し
か
し
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
に
集
約
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、
政
策
目
標
の
実
質
化
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
産
業
民
主
主
義
は
、
今
日
、
か
っ
て
の
よ
う
に
組
合
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
な
っ
て
い
な
い
。
八
○
年
代
は
前
述
の
背
景
の
も
と
で
締
結
さ
れ
た
協
定
の
枠
組
の
も
と
で
、
制
度
化
に
あ
た
り
目
的
と
し
た
も
の
を
実
質
化
し
よ
う
と
し
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
最
近
に
至
っ
て
、
労
働
運
動
は
、
中
央
協
定
の
枠
に
と
ど
ま
ら
ず
、
作
業
組
織
に
関
す
る
政
策
を
変
更
す
る
兆
し
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
作
業
組
織
の
改
善
を
重
視
し
、
好
ま
し
い
作
業
組
織
を
全
て
の
組
合
員
の
も
の
と
す
る
要
求
で
あ
る
。
し
か
し
、
作
業
組
織
の
改
善
は
、
個
別
職
場
ご
と
の
条
件
の
も
と
で
、
そ
の
職
場
の
専
門
家
と
も
い
う
べ
き
従
業
員
、
労
働
組
合
の
参
加
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
好
ま
し
い
作
業
組
織
の
標
準
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
、
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
、
や
や
技
術
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
作
業
組
織
の
改
善
は
、
労
働
者
の
職
業
的
能
力
の
発
展
を
可
能
と
す
る
こ
と
を
ひ
と
つ
の
内
容
と
し
て
い
る
。
職
業
能
力
の
発
展
に
応
じ
て
賃
金
を
増
加
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
あ
る
い
は
、
賃
金
格
差
が
熟
練
の
習
得
を
促
進
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
が
起
こ
っ
て
き
た
。
従
来
は
、
連
帯
的
賃
金
が
唱
え
ら
れ
、
組
合
は
賃
金
格
差
を
な
く
す
方
針
を
と
っ
て
き
た
か
ら
、
こ
の
政
策
か
ら
の
転
換
が
必
要
と
な
る
。
八
二
年
協
定
に
お
い
て
、
労
働
組
合
は
組
合
の
参
加
と
と
も
に
、
従
業
員
個
人
が
、
作
業
組
織
の
改
善
に
あ
た
り
、
ま
た
日
常
的
に
参
与
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
こ
れ
は
、
組
合
員
の
個
人
主
義
化
を
容
認
し
た
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。
こ
れ
は
、
労
働
運
動
が
依
っ
て
立
っ
て
き
た
伝
統
的
な
連
帯
と
は
異
な
る
原
則
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
の
場
合
も
作
業
組
織
の
改
革
に
よ
り
、
労
働
組
合
は
基
本
方
針
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
以上、スウェーデンにおけるＱＷＬの経過をみた。リンドホルムは、新しい経営が、経営を超えて社会の編成に影
響
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
と
予
想
し
て
い
る
。
労
働
組
合
や
作
業
組
織
の
改
革
に
関
わ
っ
て
き
た
研
究
者
も
し
ば
し
ば
、
職
場
の
変
化
が
民
主
主
義
の
職
場
に
お
け
る
実
現
で
あ
る
と
と
も
に
、
職
場
外
に
影
響
を
与
え
る
と
期
待
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
期
待
は
、
今
の
と
こ
ろ
十
分
具
体
化
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
国
の
Ｑ
Ｗ
Ｌ
の
発
展
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
Ｑ
Ｗ
Ｌ
の
当
事
者
が
、
作
業
組
織
の
2２ 
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変
化
は
、
よ
り
大
き
な
社
会
的
な
変
化
の
手
段
な
い
し
基
礎
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
の
各
節
で
は
、
重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
経
営
・
作
業
組
織
の
変
化
例
な
ど
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
（７）赤岡功「作業組織再編成の新理論』（千倉書房、一九八九年）七六～九三ページ。Ｈ・日内ロロ嵐Ｐ・ロロ（．
（
８
）
労
働
組
合
は
、
企
業
の
人
事
計
画
へ
の
参
加
を
唱
え
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ
は
一
雇
用
保
障
が
制
度
化
さ
れ
て
、
必
要
が
増
し
た
た
め
と
（
６
）
邦
訳
ス
ウ
ェ
ー
デ
年、日本能率協会）。
（（圧）
（１）拙著「労働の人間化と労使関係』（日本労働協会、一九八三年）第五章。
（
２
）
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
る
作
業
組
織
の
変
革
が
多
い
と
い
う
の
が
、
こ
の
著
者
が
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
と
り
あ
げ
た
理
由
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
件
数
の
多
い
の
は
、
こ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
考
慮
し
た
生
産
管
理
的
・
技
術
的
な
方
法
で
あ
る
。
ま
た
、
現
在
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
る
変
革
が
追
究
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
（
３
）
著
書
の
う
ち
で
修
正
を
要
す
る
も
っ
と
も
大
き
い
項
目
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
の
運
用
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
（４）一九六六年にガルデル（ｍｏｍａの］］）とグールストレーム（回□＆］の（３日）がＬＯに提出した『技術革新と作業条件』
に関する報告が、労働運動がＱＷＬを取り上げるきっかけとなった。
（５）カナダ人のランキンは、一九六八年～七八年、七五年～八二年、八一一年以降にわけている。Ｈ・日用口昊旨ごＲｂ８の（‐
８ミミミ」得ｓご弓園貝一二碁○芭言ミミミ啓己喜菖（○貝昌。ｐ邑冒・【二・量ロ、昼の○の口可の』菫）・
スウェーデン労働生活センターのサンドベルイは、「技術的決定から協議へ」「協議から共同決定へ」「共同決定から
開
発
へ
」
「
開
発
か
ら
仕
事
に
関
す
る
政
策
へ
」
の
段
階
を
区
分
す
る
．
シ
三
三
頁
卓
価
の
三
噸
三
・
三
ｌ
ｚ
薑
晉
昌
ｐ目］ご・【三・三口ｍｐｍの》．（二ののゴの臼のヶ○の貝の星・『二・畳口、口扁①閃８ゴミ回ｍ屋」湯＠）．
（
６
）
邦
訳
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
営
者
連
盟
編
箸
、
高
須
裕
三
、
丸
尾
直
美
監
訳
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
経
営
組
織
の
革
新
」
（
一
九
七
七
思われる。
2３ 
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
と
背
景
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
生
活
セ
ン
タ
ー
が
推
進
母
体
と
な
っ
て
、
一
九
八
五
～
九
○
年
を
正
規
の
事
業
期
間
と
し
て
行
わ
れ
てきた大規模なＱＷＬのプログラムである。センターの教授であるグスタフセン（四．日○口の画くの①ロ）が中心となっ
て
指
導
し
て
い
る
。
こ
の
事
業
で
は
公
的
部
門
も
含
ま
れ
る
が
、
こ
の
部
門
は
相
対
的
に
独
自
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
、
オスロの労働研究所（二・島内の①の胃ＳＨｐのは言のの）でＱＷＬの調査研究を指導し、またノルウェーの独自な構想によ
る労働環境法を推進したことなどで知られ、北欧におけるＱＷＬ活動のリーダーの一人である。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
名
称
は
、
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
組
織
、
協
議
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
あ
る
が
、
そ
の新しい形態、内容的には民主的なリーダーシップが課題であり、従業員や職場集団を全体組織に積極的に参加させ、
（９）赤岡功、前掲書二○○～一一○九ページ。勺の｝］のロロ盲二斗‐○国§蔓□へ賜曹ａｎ言冨ご」。言房（弓のの弓の曰の可
○の口斤の円【。Ｈごく○門戸】ロ、伊焦の》』ｃｍｍ）ロロ．①ｌ～］Ｐ・
（皿）赤岡功、前掲書二○九～一一一一ページ。勺の］］のロ同言》・ロ・口（・》ロロ』、～ｇ・
（Ⅱ）閃の冒面○｝ｑ句口亘ワのＯ丙》ｎｐｄｏ＆、ｎ口量〉言いｇの回、苫（弓ロ凶臼の戸口句。［の日ロ、のロ『ドロロロ》ご色）ロロ・屋～患・
（、）幻。」ｍｐｐｑｐｏ」日》曰‐岑のシ句屋）言ｐ旨い、ｇの（Ｈケの①ゴ『の臼のずごご○門丙向口ぐぽ○日口の貝句ロロｇ已雪）・
（
旧
）
新
し
い
工
場
で
は
、
同
種
製
品
に
つ
き
加
工
順
の
機
械
配
置
に
よ
り
、
リ
ー
ド
・
タ
イ
ム
を
短
縮
し
た
が
、
作
業
者
の
自
由
度
を
確
保
す
るため緩衝ストックをおいた。ＪＩＴではストックをなくそうとしている。
二
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
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た求行種がをな実プログラムは、大きく二つの目的がある。第一は、さきにコメントしたプログラムの名称に即した実際的な改善を
行うこと、この際、個別プロジェクトでは、広い意味での生産性、労働環境、協議の三側面の改善を達成することが
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
ア
ク
シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
の
研
究
者
が
支
援
的
な
脇
役
の
立
場
で
参
加
す
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
は
、
参
加
し
た研究者が中心となり、ＱＷＬに関するまたは変化過程に関する知識を発展させることである。なお第二の目的に関
す
る
が
、
さ
き
に
触
れ
た
よ
う
に
特
定
の
統
一
し
た
理
論
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
ら
ず
、
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
独
櫛に及んでいる。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
環
境
基
金
の
財
政
負
担
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
一
年
間
の
予
算
額
は
約
一
千
万
ク
ロ
ー
ネ
と
い
（２） 
う大規模な事業である。参加企業・事業所（公的部門を含む）は、一九九○年初めで公式には一ハーハとされているが、
実
際
の
参
加
企
業
は
も
っ
と
多
い
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
単
位
で
あ
る
企
業
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
と
退
出
が
自
由
で
あ
り
、
ま
た
、
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
る
た
め
、
実
際
に
参
加
し
て
い
る
企
業
数
を
数
え
る
の
は
難
し
い
が
、
同
じ
時
期
に
、
一
五
○
と
い
う
数
を
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
挙
げ
て
い
る
。
民
間
部
門
の
場
合
、
参
加
企
業
は
、
規
模
と
し
て
は
五
○
人
以
上
、
産
業
と
し
て
は
、
限
界
な
く
広
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
機
械
工
業
が
も
っ
と
も
多
く
、
以
下
化
学
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
商
業
な
ど
が
多
い
が
、
他
の
各
種
業
（１） 
連帯させることが主として考菫えられている。このような経営者の機能が課題の重要な側面になっている。組織は、作
業組織のみでなく、経営組織を含むもので、全体組織の各分野、各レベルでの開発（□のぐの］・ロ日の日）を意図している。
協
議
は
、
共
同
決
定
、
参
加
と
も
訳
さ
れ
る
こ
と
の
あ
る
用
語
で
あ
る
。
労
働
組
合
な
ど
の
集
団
の
代
表
が
変
化
過
程
の
協
議
に
対
等
の
資
格
で
参
加
す
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
、
以
上
の
よ
う
な
意
味
内
容
の
仕
事
、
組
織
、
業
務
に
関
す
る
変
化
を
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
内
容
ｌ
統
一
さ
れ
た
理
論
方
法
モ
デ
ル
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
ｌ
と
と
も
に
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に変化過程が重要視されている。
2５ 
自理論があるとのグスタフセンの理解である。プロジェクトに関与している研究者は五○名に及ぶ。
プログラム全体は、労使、基金の代表による運営委員会（の庁の＆ロ、○・日日辱のの）のもとに労使、研究者、基金派遣
の委員からなる実行委員会（ロ〆の◎＆ぐのｎ．日日辱のの）がありプログラム全体の管理にあたってきた。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
民
主
的
対
話
、
同
時
平
行
的
改
善
な
ど
の
手
続
的
枠
組
み
を
重
視
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
方
式
は
、
北
欧
で
行
わ
れ
て
き
た
、
職
場
の
民
主
化
に
関
す
る
約
二
○
年
来
の
諸
経
験
に
お
け
る
欠
点
ｌ
特
に
、
先
行
的
実
験
が
普
及
に
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
ｌ
を
克
服
す
べ
く
採
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
．
バ
イ
ナ
ム
（
国
目
の
ぐ
目
団
囚
目
曰
）
は
グ
ス
タ
フ
セ
ン
が
Ｌ
Ｏ
Ｍ
に
つ
い
て
紹
介
し
た
文
書
の
序
文
で
、
従
来
の
実
験
等
の
困
難
と
し
（３） 
て
以
下
の
点
を
挙
げ
た
。
第
一
に
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
等
が
外
部
専
門
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
場
〈
口
、
労
働
者
は
変
化
過
程
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
た
め
、
組
織
の
変
化
が
う
ま
く
ゆ
か
な
い
。
第
二
に
、
多
く
の
方
法
は
一
般
化
さ
れ
た
解
決
法
で
あ
り
、
各
現
場
に
お
け
る
条
件
等
に
適
合
し
な
い
。
第
三
に
、
単
に
よ
い
事
例
が
あ
れ
ば
、
他
が
そ
れ
に
従
う
と
い
っ
た
単
純
な
関
係
は
な
い
。
第
四
に、経営者と労働者の持続的な参加は、ＱＷＬに不可欠である。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
こ
れ
ら
の
困
難
を
克
服
で
き
る
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
特
に
問
題
点
の
第
三
が
重
要
で
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
普
及
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
、
変
化
の
正
当
性
と
い
う
観
点
を
新
た
に
提
起
し
た
。
こ
れ
は
、
私
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
ホ
ー
ソ
ン
実
験
以
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
、
職
場
集
団
の
感
情
的
な
行
動
基
準
に
代
わ
る
、
知
的
な
基
準
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
ぐ
れ
た
実
験
が
あ
る
職
場
で
行
わ
れ
て
も
、
別
の
職
場
で
そ
れ
が
正
当
な
も
の
と
見
な
さ
れ
な
い
な
ら
、
こ
こ
で
は
同
じ
試
み
も
な
さ
れ
ず
、
従
っ
て
普
及
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
北
欧
の
経
験
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
産
業
民
主
化
計
画
に
お
け
る
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
る
最
初
の
実
験
の
場
合
、
実
験
は
成
功
し
た
と
い
え
よ
う
が
、
企
業
内
の
他
の
職
場
、
他
の
企
業
へ
の
普
及
は
困
難
で
あ
っ
た
。
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
こ
れ
を
、
一
般
の
職
2６ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
２
民
主
的
対
話
と
そ
の
組
織
化
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
内
容
に
つ
い
て
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
自
主
性
を
広
く
認
め
て
い
る
が
、
Ｉ
い
ず
れ
も
柔
軟
な
、
分
権
的
な
組
織
へ
の
変
化
を
必
要
と
す
る
こ
と
も
あ
り
１
１
変
化
過
程
に
つ
い
て
は
組
織
開
発
で
行
わ
れ
る
よ
う
な
、
い
く
つ
か
の
標
準
的
な
局
面
を
想
定
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
重
要
な
の
は
、
最
初
に
行
わ
れ
る
会
議
で
あ
る
。
開
発
は
労
使
二
者
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
場
合
、
Ｍ
Ｂ
Ｌ
を
基
礎
に
し
た
中
央
協
定
、
個
別
企
業
に
お
け
る
協
定
、
さ
ら
に
労
働
者
代
表
の
参
加
に
よ
り
、
組
織の改善等の変化の計画に正当性が与えられ、幅広い改善が可能となるとグスタフセンは考えている。Ｌ
ＯＭは
その
様
な
協
約
体
制
に
即
し
た
も
の
で
あ
る
。
普
及
と
い
う
観
点
で
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
る
と
、
企
業
に
お
い
て
、
労
働
者
代
表
の
運
営
グ
ル
ー
プ
へ
の
参
加
や
、
民
主
的
対
話
に
よ
り
、
変
化
の
正
当
性
を
基
礎
づ
け
る
ほ
か
、
つ
ぎ
の
考
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
高
度
の
先
進
的
実
験
を
試
み
る
の
で
は
な
く、プロジェクトの主題の分野で広く日常的な変化を起こすことを目指している。第二に、四企業程度がまとまって、
対
話
し
た
り
、
開
発
を
同
時
平
行
的
に
進
め
る
。
第
三
に
、
企
業
内
で
も
、
開
発
を
各
階
層
、
各
分
野
同
時
平
行
的
に
進
め
る
。
こ
の
よ
う
に
予
め
普
及
の
問
題
を
生
じ
な
い
よ
う
に
、
変
化
過
程
の
タ
イ
プ
を
設
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
る
○ 
場で変化の正当性が認められなかったためであるとする。彼の構想によるノルウェー労働環境法では、この点を考慮
し、職場の改善が広く行われることを狙ったものであった。すなわち、職場レベルにおける参加を通じ、安全と健康
に関する諸条件の改善を図ろうとした。法令により、労働者の変化への参加が正当性を与えられ、期待される変化が、
一
五
～
二
○
％
の
企
業
に
普
及
し
た
と
い
う
。
高
い
普
及
率
で
は
な
い
が
、
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
長
期
的
に
高
ま
っ
て
行
く
と
楽
観
的
で
あ
2７ 
広狭ふたつの局面で具体的に取上げられている変化の主題としては、北欧のＱＷＬの試みの中で取上げられてきた
集
団
作
業
と
分
権
化
の
ほ
か
、
情
報
技
術
と
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
、
監
督
の
民
主
化
、
男
女
均
等
に
む
け
た
作
業
組
織
な
ど
が
し
ば
し
ば
含
ま
れ
、
ま
た
、
後
掲
の
事
例
の
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
。
よ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
管
理
者
の
各
層
、
従
業
員
の
代
表
な
ど
が
参
加
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
図
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
職
場
の経験に基づいて対話し、開発の対象とすべきテーマを決める。グスタフセンの初期の論文では、この会議は理想的
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
グ
ル
ー
プ
の
四
企
業
か
ら
、
ラ
イ
ン
の
管
理
者
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
従
業
員
代
表
、
一
般
の
従
業
員
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
で
一
日
半
会
合
す
る
。
会
合
は
四
ト
ピ
ッ
ク
か
ら
な
る
。
第
一
は
五
年
後
に
よ
い
企
業
、
職
場
で
あ
る
に
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。
こ
の
主
題
は
、
人
び
と
の
利
害
・
関
心
か
ら
望
ま
し
い
企
業
、
職
場
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
等
質
の
層
で
討
議
し
、
結
果
を
全
体
会
議
に
報
告
す
る
。
第
二
は
、
よ
い
企
業
、
職
場
に
す
る
た
め
に
当
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
一
企
業
の
椅
理
者
と
他
企
業
の
従
業
員
が
、
率
直
に
話
合
う
。
節
三
に
、
グ
ル
ー
プ
は
特
定
し
な
い
が
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
提
案
を
検
討
す
る
。
第
四
に
、
同
じ
企
業
の
メ
ン
バ
ー
が
集
り
、
よ
い
企
業
、
職
場
実
現
の
た
め
考
え
う
る
プ
ロ
ジ
（４） 
エクトの目的、方向、組織、直接参加のありかたなどについて討拳蔵する。
最
初
の
会
議
に
続
く
局
面
は
、
限
定
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
た
は
過
租
で
あ
る
。
過
程
と
は
、
そ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
業
務
の
改
善
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の
Ｑ
Ｗ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
実
験
な
い
し
先
進
的
企
画
な
ど
と
連
い
日
常
的
な
変
化
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
平
凡
な
改
善
が
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
つ
ぎ
の
局
面
は
、
広
範
な
開
発
の
取
組
み
で
あ
る
。
実
際
に
は
前
の
局
面
が
な
い
場
合
も
多
い
。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
経
営
組
織
の
多
く
の
分
野
・
階
層
で
、
同
時
平
行
的
に
従
業
員
参
加
に
よ
り
変
化
を
起
こ
そ
う
と
し
て
お
り
、
内
容
と
し
て
は
こ
の
局
面
が
プ
ロ
ジ
ェ
クトの核心となる。
2８ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
３
事
例
Ｉ
郵
便
物
区
分
施
設
ＬＯＭは、正規のプログラム期間内では、個別プロジェクトの結果が出ないことなどで、今日わかりやすい形で成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
グ
ス
タ
フ
セ
ン
が
紹
介
し
て
い
る
事
例
に
、
大
規
模
郵
便
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
郵
便
物
区
分
作
業
に
お
け
る
組
織
等
の
改
革
が
あ
る
。
北
欧
で
も
、
最
近
、
郵
便
物
の
数
の
増
大
が
著
し
い
た
め
、
大
都
市
で
は
、
郵
便
物
を
集
中
し
、
行
先
別
の
仕
訳
を
機
械
化
、
自
動
化
さ
れ
た
装
置
に
よ
り
処
理
す
る
方
式
が
発
展
し
て
き
た
。
し
か
し
、
自
動
化
で
き
な
い
部
分
も
多
く
、
こ
こ
で
は
、
極
度
に
サ
イ
ク
ル
の
短
い
単
調
作
業
が
あ
り
、
仕
事
の
あ
り
か
た
に
関
わ
る
問
題
が
大
き
か
っ
た
。
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
、
労
働
異
動
率
が
異
常
に
高
く
欠
勤
が
多
い
と
い
っ
た
事
情
の
あ
っ
た
オ
ス
ロ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
、
職
場
の
改
善
を
行
っ
た
経
上
記
の
局
面
に
続
き
、
結
果
の
形
成
、
評
価
、
統
合
、
高
度
の
解
決
の
四
局
面
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。
労
働
生
活
セ
ン
タ
ー
の
予
備
的
評
価
報
告
書
に
よ
る
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
が
遅
れ
、
一
九
九
○
年
現
在
で
、
広
狭
の
課
題
に
取
組
む
局
面
に
あ
る
も
の
が
多
い
。
最
初
の
会
議
と
、
特
定
の
課
題
の
取
組
み
の
過
程
な
ど
で
、
「
民
主
的
対
話
」
が
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
民
主
的
対
話
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
珊
論
に
基
づ
き
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
を
特
徴
づ
け
る
方
法
で
あ
る
。
確
定
し
て
い
る
と
言
え
な
い
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
、
仕
事
に
関
す
る
経
験
に
基
づ
き
参
加
す
る
こ
と
、
仕
事
に
関
す
る
経
験
の
一
定
の
も
の
は
正
当
性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
す
べ
て
の
参
加
者
が
対
等
で
あ
る
こ
と
、
す
べ
て
の
者
が
論
議
に
積
極
的
に
参
加
す
べ
き
こ
と
、
討
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
問
題
に
関
す
る
全
て
の
論
議
は
正
当
性
が
あ
る
と
さ
れ
る
こ
と
、
参
加
者
は
他
の
参
加
者
が
よ
り
よ
い
論
議
を
な
し
う
る
と
認
め
る
こ
と
、
参
加
者
は
意
見
の
相
違
が
拡
大
す
る
こ
と
を
容
認
す
べ
き
こ
と
、
対
話
は
実
際
的
行
動
の
基
本
に
な
る
よ
う
な
合
意
を
継
続
的
に
生
み
出
さ
ね
ば
（Ｆ⑪） 
な
ら
な
い
こ
と
。
階
層
の
違
う
人
び
と
の
問
で
、
仕
事
の
経
験
に
お
け
る
対
等
性
と
い
う
視
点
や
討
至
、
を
自
由
に
そ
し
て
創
造
的
に
す
る
基
準
を
選
び
出
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
2９ 
な
ど
。
こ
の
会
議
の
後
、
タ
ー
ミ
ナ
”
多
階
層
間
の
合
同
会
議
が
な
さ
れ
た
。
験がある。スウェーデンでは、ヨーテボリ（の。庁のす。Ｈい⑦・岳の弓貝、）ターミナル及びストックホルムのトムテボータ
（Ｈ○三のす。＆）ターミナル（大規模な郵便区分部門）が、それぞれ改革の途中からＬＯＭプログラムに参加した。グ
ス
タ
フ
セ
ン
に
従
い
、
基
本
的
に
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
っ
た
オ
ス
ロ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
二
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
比
較
し
つ
つ
概
観
す
る
。
（６） 
（７） 
オ
ス
ロ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
場
〈
ロ
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
る
業
務
の
分
析
を
行
い
、
業
務
量
の
変
動
に
対
処
す
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
区
分
作
業
場
を
分
割
し
平
行
し
て
作
業
す
る
集
団
を
形
成
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
た
。
し
か
し
、
調
査
者
の
専
門
知
識
に
依
存
し
た
分
析
や
対
応
策
の
樹
立
に
先
立
ち
、
安
全
代
表
と
の
会
合
、
一
般
従
業
員
か
ら
の
意
見
聴
取
な
ど
、
広
く
改
革
に
対
す
る
参
加
の
機
会
を
設
け
た
こ
と
が
、
こ
れ
に
先
行
す
る
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
の
実
験
な
ど
と
異
な
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ヶ
ー
シ
ョ
（８） 
ン理諮加を背景とする方法への中間的な位置を占める。
ヨ
ー
テ
ポ
リ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
場
合
、
新
し
い
施
設
が
建
設
ざ
れ
移
転
す
る
に
先
立
ち
、
労
使
間
で
協
定
し
、
生
産
性
と
質
の
向
上
、
協
力
関
係
の
改
善
、
職
業
能
力
の
発
展
、
分
権
化
、
一
雇
用
保
障
を
図
る
こ
と
に
合
意
し
、
大
き
な
工
場
風
ス
ペ
ー
ス
を
避
け
、
建
物
の
内
部を分割するなどのことを行っていた。その段階でＬＯＭプログラムへ参加した。
ヨ
ー
テ
ボ
リ
で
は
、
第
一
に
、
前
項
の
会
議
の
形
式
と
は
異
な
る
が
、
管
理
者
、
組
合
代
表
、
労
働
者
、
四
○
名
の
参
加
す
る
最
初
の
会
議
で
、
上
記
目
的
を
達
成
す
る
た
め
い
か
な
る
問
題
を
考
慮
す
べ
き
か
を
検
討
し
た
。
取
上
げ
ら
れ
た
問
題
は
多
数
あ
り
、
作
業
集
団
を
め
ぐ
る
各
種
の
問
題
、
訓
練
を
は
じ
め
人
事
・
労
務
に
関
す
る
事
項
、
事
業
の
見
通
し
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
問
題
の
解
決
策
も
多
数
示
唆
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
す
べ
て
の
者
を
対
象
と
す
る
訓
練
、
業
務
の
ピ
ー
ク
時
に
対
応
す
る
予
備
員
、
他
の
職
場
の
訪
問
調
査
な
ど
。
こ
の
会
議
の
後
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
内
で
種
々
の
形
で
、
従
業
員
の
参
加
を
え
て
対
話
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
、
ト
ム
テ
ボ
ー
ダ
と
の
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ず
、
一
年
程
試
み
た
後
、
で
批評では、社会・技術シ『
っ
た
こ
と
に
欠
陥
が
あ
っ
た
。
一般論として、ＬＯＭの場合は、オスロ・ターミナルの場合のように調査者が拠って立つ社会・技術システム論に
よ
っ
て
問
題
を
整
理
し
対
策
を
建
て
る
よ
う
に
誘
導
す
る
の
で
は
な
く
、
民
主
的
対
話
に
よ
っ
て
多
様
、
広
範
な
課
題
を
ま
と
め
る
。
こ
れ
ら
は
緩
や
か
な
関
連
を
も
つ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
グ
ス
タ
フ
セ
ン
に
よ
れ
ば
、
民
主
的
対
話
に
よ
り
到
達
し
た
組
織
改
善
の
内
容
（９） 
は、集団作業、役割の拡大、分権化、職業能力の発展などで、北欧のＱＷＬの経験の延長上にあるものである。ＬＯ
Ｍでは内容にかかわる統一理論はないから、このようになるのは、メンバーの職務経験による平等な参加などの民主
（川）
的
対
話
の
性
格
か
ら
、
対
話
の
結
果
も
民
主
的
な
も
の
と
な
る
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
ヨ
ー
テ
ポ
リ
の
場
合
は
、
対
話
か
ら
導
か
れ
た
改
善
の
主
題
は
、
施
設
ス
ペ
ー
ス
の
分
割
、
機
械
と
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
関
連
、
集
団
の
諸
側
面
ｌ
特
定
理
論
に
よ
る
特
定
の
型
を
目
標
と
し
な
い
ｌ
監
督
者
・
中
間
管
理
者
の
役
割
成
果
の
評
価
方
法
、
郵
便
区
分
作
業
者
が
機
械
の
保
全
修
理
に
関
す
る
技
能
を
習
得
す
る
こ
と
、
顧
客
関
係
の
発
展
な
ど
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
一
つ
の
優
れ
た
飛
躍
的
な
革
新
を
行
う
の
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
主
題
に
つ
い
て
、
お
な
じ
ウ
エ
イ
ト
で
同
時
平
行
的
に
、
漸
次
改
善
を
積
み
上
げ
る
戦
術
が
と
ら
れ
た
。
ト
ム
テ
ボ
ー
ダ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
当
時
と
し
て
新
し
い
技
術
を
用
い
て
、
一
九
八
二
年
に
稼
働
し
始
め
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
労
使
間
で
生
産
性
、
労
働
者
参
加
、
労
働
環
境
改
善
に
つ
い
て
協
議
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
、
仕
事
と
ス
ト
レ
ス
の
問
題
に
関
す
る
研
究
の
リーダーであったガルデル（ｍｑ三○口ａの］｝）の指導のもとに、自律的作業集団が導入されたが、業務量の一日におけ
る
変
動
、
労
働
慣
行
な
ど
に
つ
い
て
の
対
応
が
十
分
で
な
く
、
ま
た
、
従
業
員
の
任
意
参
加
と
し
た
が
、
他
の
従
業
員
の
支
持
が
え
ら
れ
ず
、
一
年
程
試
み
た
後
、
一
九
八
七
年
四
月
に
廃
止
さ
れ
、
伝
統
的
な
大
量
生
産
工
場
型
の
シ
ス
テ
ム
に
も
ど
っ
た
。
グ
ス
タ
フ
セ
ン
の
批
評
で
は
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
の
変
動
分
析
が
な
か
っ
た
こ
と
、
変
革
が
孤
立
化
し
、
そ
の
正
当
性
が
組
織
内
で
確
立
し
て
い
な
か
3１ 
ト
ム
テ
ボ
ー
ダ
で
は
、
そ
の
後
Ｌ
Ｏ
Ｍ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
が
、
こ
の
計
画
の
構
想
に
見
合
う
展
開
を
み
せ
て
い
る
。
改
革
の
向
い
つ
つ
あ
る
方
向
は
ヨ
ー
テ
ポ
リ
と
か
な
り
違
い
、
新
し
い
経
営
の
試
み
と
し
て
の
性
格
も
備
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
新
し
い
努
力
は
一
九
八
七
年
か
ら
始
ま
り
、
国
内
の
他
の
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
と
組
織
の
利
点
欠
点
に
関
す
る
意
見
の
聴
取
の
後
、
一
連
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
、
管
理
者
が
二
七
○
○
人
の
従
業
員
と
対
話
し
、
そ
こ
か
ら
組
織
外
（
利
用
者
、
他
の
セ
ン
タ
ー
な
ど
）
と
の
関
係
の
展
開
と
組
織内の改革とを併せて行うこととした。
こ
れ
ら
は
経
営
全
般
に
及
ぶ
多
様
な
も
の
で
あ
る
．
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
交
替
Ｉ
新
経
営
者
の
も
と
で
改
革
が
発
足
ｌ
建
物
と
設
備
へ
の
大
規
模
な
投
資
、
作
業
集
団
に
関
す
る
も
の
（
自
律
性
あ
る
部
門
の
形
成
、
交
替
班
ご
と
の
監
督
者
を
含
め
た
会
合
と
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開
、
グ
ル
ー
プ
・
部
門
に
よ
る
改
善
提
案
の
処
理
、
グ
ル
ー
プ
担
当
課
業
の
拡
大
、
余
剰
時
間
に
お
け
る
訓
練
と
グ
ル
ー
プ
討
議
な
ど
）
、
新
し
い
管
理
な
い
し
参
加
的
管
理
（
目
標
指
向
的
な
管
理
シ
ス
テ
ム
ー
ー
成
果
に
よ
る
割
増
賃
金
、
会
計
制
度
の
改
革
お
よ
び
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
情
報
シ
ス
テ
ム
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
中
間
管
理
者
の
Ｃ
Ｄ
Ｐ
、
部
門
ご
と
の
Ｍ
Ｂ
Ｏ、全員参加の職場会議など）、物的労働環境の改善。
ト
ム
テ
ボ
ー
ダ
の
革
新
は
、
開
始
後
二
年
で
、
生
産
性
の
上
昇
、
欠
勤
の
減
少
、
提
案
の
増
加
な
ど
の
目
に
み
え
る
成
果
を
あ
げ
、
沈
滞
し
つ
つ
あ
っ
た
ヨ
ー
テ
ボ
リ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
刺
激
を
与
え
た
。
三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
比
較
し
て
グ
ス
タ
フ
セ
ン
は
多
様
な
論
点
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
重
要
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
集
団
を
基
礎
と
し
た
作
業
組
織
、
参
加
的
管
理
な
ど
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
は
共
通
で
あ
る
が
、
細
分
化
さ
れ
た作業を必要とする技術による制約により、職務内容の高度化にはなお限界があること。第二に、オスロのプロジェ
クトの性格を一方向的（言８『）、スウェーデンの一一ターミナルの方法を相互作用的（言の日＆ぐの）とグスタフセンは
規
定
し
た
こ
と
。
前
者
は
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
（
ガ
ル
デ
ル
の
場
合
、
社
会
・
心
理
学
的
理
論
）
に
依
存
し
、
正
当
性
は
変
革
内
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（Ⅲ） 
ＬＯＭプログーフムについて、以下のようにまとめることができよう。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
北
欧
の
Ｑ
Ｗ
Ｌ
の
経
験
の
う
え
に
展
開
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
事
業
で
あ
る
。
普
及
の
困
難
さ
の
克
服
を
狙
い
、
高
度
の
新
し
い
内
容
の
革
新
で
は
な
く
、
広
範
な
漸
次
的
変
化
を
起
こ
そ
う
と
し
て
い
る
。
理
論
的
に
は
、
社
会
・
技
術
シ
ス
テ
ム
論
と
異
っ
た
途
を
選
ん
で
い
る
。
民
主
的
対
話
と
い
う
過
程
が
重
要
視
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
変
化
の
正
当
性
を
も
た
ら
す
方
法
で
あ
る
。
変
化
の
正
当
性
は
、
個
別
的
側
面
を
含
む
労
使
関
係
的
な
概
念
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
Ｌ
Ｏ
Ｍ
は
、
一
九
八
二
年
の
民
間
の
中
央
協
定
下
の
労
使
関
係
を
う
け
、
そ
の
内
容
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
協
約
体
制
に
お
け
る
極
め
て
現
実
的
な
課題を担っている。広義の生産性を実現することが成果のひとつとして期待されていることもそれを示している。ま
た
、
広
範
な
変
化
を
同
時
平
行
的
に
行
う
理
由
に
は
、
環
境
に
適
応
し
、
急
速
な
変
化
を
必
要
と
す
る
た
め
で
も
あ
る
。
ＬＯＭプログラムは、経験を踏まえた、ＱＷＬの新たな展開である。しかし、プログラムが実質的に終了していな
い
現
時
点
に
お
い
て
も
、
問
題
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
課
題
を
具
体
的
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
個
別
の
課
題
を
全
体
と
し
て
調
整
す
る
こ
と
の
難
し
さ
が
あ
る
。
こ
れ
と
も
関
連
が
あ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
複
雑
さ
、
分
り
に
く
さ
を
あげなければならない。ローカルな自主的展開に期待しているため、中途段階では全容を把握しがたい。労働運動は、
こ
の
よ
う
な
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
あ
り
か
た
に
必
ず
し
も
満
足
せ
ず
、
労
働
運
動
が
全
般
的
に
普
及
で
き
る
よ
う
な
、
望
ま
し
い
作
業
組
織
を
端
的
に
提
示
す
る
こ
と
に
期
待
し
て
い
る
。
容
に
あ
り
、
参
加
者
は
少
な
く
、
解
決
は
高
度
に
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
現
状
か
ら
の
変
化
に
は
飛
躍
が
あ
る
。
後
者
は
、
参
加
的
民
主
主
義
の
理
論
に
依
存
し
、
正
当
性
は
変
化
過
程
へ
の
参
加
に
あ
り
、
参
加
者
は
多
く
、
解
決
の
構
造
化
は
最
少
限
度
に
と
ど
め
ら
れ
る
。
現
状
か
ら
の
変
化
は
段
階
的
で
あ
る
。
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グーへ〆－，
１注
、－－、－－
（２）○口の（のロぐ○口○体の【》屡目員の、国ｐｐｍ三○Ｈ丙□］囚、の□のぐの一○℃目のロ〔口己の○口ロ］内の①の閏ｓｌ円げの伊○言勺［。、国日曰のゴのＱの貝》
勺ｍＣの門勺閂の①の員の』日岳のｏ○口【の円のロ、の〈〈三のｐｍｐｑご「○『穴。。＆の目けＨののロ。］□。【岳の円冨ａ二日］｝の日日Ｐ〕ロロ・巻１句のす．』》
〆￣へ／￣､〆￣、／－，
７６５４ 
，－〆、－〆、－＝、－〆
（３）国）ｑＨｐＣｐの曰くの①ＰＣ恩ミミ四ｍごｄＱａｏ昏。貫叱、ミーヨヴ罫貧困ｈご同等のｈ○一〔用》ご囚ロミミの（○ヨロ凶○ｐｐｍ］』ご○【ご『。『嵐ロ、
Ｆ黙の○のロ可の．］し②、）．
（８）、）ｏＨｐＯｐの画くの①Ｐ因。『の庁四四耳ｍｐｑｍのｇｑ国○ｍ日日のＨ）《（句『○口〕ロロの閏〔○門貝の３０ばくの旧○四、の叩○ず回国Ｒの。の［』ｏの。、
ご「○Ｈ丙□］囚、の□のぐの一○頁ロのロ〔ロの二口の〔円呉の□ず】勺Ｈ○］のＲの】ロＰ閏、のシ【＆］○の貝のＨの））（日曰〕の。．）（Ｈずののョの＆の西○のロ〔のＨｍｏＨ
（９）○口の曰くの①ＰＣ｝⑪ミミ囮のＲ・
（
、
）
民
主
的
・
参
加
的
組
織
が
、
民
主
的
・
参
加
的
方
法
に
よ
り
導
入
さ
れ
安
定
し
て
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
世
界
的
経
験
か
ら
推
測
される。円い○》尋ごミトｇ・ミ閃８○．卯（円○》］＠ｍｍ）》□』題・
（Ⅱ）本項は、主として注（３）（８）、および、］◎目の直の曰くの①口）Ｒシ勺門の］冒団どの目目閂ご口＆向く口一口畳・ロ・ヰヶのＰ○三
ｚ
ｐ
Ｐ
 
ご「。【穴ごぬい】【の》Ｏ・桴①＠ｓ．
国門口はｍ］囚くい●ずの、可○の］○ぐ四戸国．
その概要は、次（
所雑誌」三五四号。
、］ヨロ○口の曰くの①Ｐ倉二○門戸ｂ］口Ｏの内の【ｏＨＢｍｐＱＣの日○○日はＣＤ苗］○ぬロの）弓ごｎｓ言ミミロロョ包冒口房ミミロミＳＱｇ夢己。｝．①
ザ】ｇ》のロの画くの①Ｐ《ヘョョ○円六℃」口、の①什○》〉
囚ａｇｏロの曰くの①ロロ己○のＨｇ四日目ロの．』く冒団員同§のミミミ沖河且）〉§（○の』・”ご臼ぐの国（の壁・門』口、の〆ご望）・
そ
の
概
要
は
、
次
の
も
の
を
参
照
。
近
藤
隆
雄
「
社
会
ｌ
技
術
シ
ス
テ
ム
論
に
よ
る
組
織
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
『す閂ロ．
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１
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
と
そ
の
問
題
点
労
働
生
活
セ
ン
タ
ー
が
近
年
主
と
し
て
対
象
と
し
て
き
た
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
は
、
保
健
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
訪
問
に
よ
る
支
援
活
動
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
の
経
験
は
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
全
般
に
応
用
可
能
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
以
下
の
叙
述
で
も
、
施
設
（１） 
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
雇
用
の
分
布
は
、
そ
の
福
祉
国
家
体
制
を
反
映
し
て
、
公
的
部
門
の
ウ
エ
イ
ト
が
著
し
く
高
い
。
こ
の
た
め
、
労
働
・
生
活
条
件
、
労
使
関
係
な
ど
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て
、
公
的
部
門
を
絶
え
ず
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｌ
Ｏ
、
社
会
民
主
党
な
ど
の
基
本
的
立
場
は
、
民
間
部
門
と
公
的
部
門
と
を
均
等
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
職
場
の
民
主
化
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
公
的
部
門
に
お
け
る
改
善
の
試
み
が
、
一
九
七
○
年
代
以
来
な
さ
れ
て
き
た
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
労
働
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
伝
統
を
引
継
ぎ
、
公
的
部
門
に
お
け
る
組
織
、
仕
事
の
再
編
の
た
め
、
研
究
や
助
言
を
行
い
、
最
近
の
Ｌ
Ｏ
Ｍ
計
画
に
も
、
チ
ー
ム
を
お
い
て
取
組
（２） 
んできた。公的部門においては、この国においてＪ、、官僚制による業務の実施に関して、他国と同様の問題がある。
労
働
生
活
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
公
的
な
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
Ｑ
Ｗ
Ｌ
の
諸
経
験
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
の
分
析などから、現在、個別の組織体内部における従業員の参加と組織間における公的競争（巨二ｎ８Ｂｂの什旨・口）を改
善
の
柱
と
し
て
提
起
し
て
い
る
。
以
下
こ
れ
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
勺Ｈ○ｍ目日日の》》（昌日の。．）（円げの①量『の臼の可○の貝の【｛・門三○Ｈ嵐后口帛の』＄Ｃ）のほか、と聴き取りによる。
三
公
的
部
門
に
お
け
る
組
織
と
仕
事
の
改
善
3５ 
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
。
公的対人サービスは、労働生活センターのこの課題の責任者オッター（○口の〔ｇぐ・ロ○写のＨ）によれば、ものの生産
とは違い、サービスを提供する者（以下、従事者）と受け手の相互関係（言の日＆・ロ）で形成される。サービスの生
産
性
は
、
受
け
手
の
行
動
に
よ
り
高
ま
り
う
る
し
、
相
互
関
係
に
よ
り
質
的
に
も
高
度
な
も
の
と
な
り
う
る
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
、
あ
る
べ
き
姿
を
折
込
ん
だ
把
握
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
間
部
門
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
販
売
が
、
需
要
者
の
要
求
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
拡
大
し
、
利
潤
を
実
現
す
る
こ
と
を
純
と
し
て
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
、
画
一
的
な
、
供
給
者側で設定した内容にとどまらず、受け手側の欲求を容れたものとする、サービス概念の修正を目指したものである。
公
的
サ
ー
ビ
ス
概
念
の
修
正
が
必
要
と
さ
れ
る
背
景
は
、
オ
ッ
タ
ー
の
論
文
等
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
供
給
が
公
的
政
策
と
し
て
画
一
的
に
、
官
僚
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
伴
う
問
題
が
意
識
さ
れ
た
こ
と
、
こ
れ
と
重
な
り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
社
会
経
済
的
な
環境の変化に伴うものの二つである。後者については、まず豊かな社会が実現される一方で、福祉国家スウェーデン
の
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
現
実
に
対
す
る
市
民
の
不
満
が
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
高
齢
者
の
医
療
に
お
い
て
患
者
の
要
望
に
即
し
た
治
療
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
個
別
的
な
必
要
に
応
じ
た
処
置
が
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
診
療
の
待
ち
時
間
が
長
い
、
予
約
の
た
め
の
時
間
が
不
便
で
あ
る
な
ど
サ
１
ビ
ス
の
受
け
手
側
の
必
要
が
無
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
例
（３） 
で
あ
る
。
次
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
、
一
九
八
○
年
代
に
入
り
、
福
祉
の
た
め
の
支
出
を
削
減
し
、
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
市
民
す
べ
て
に
平
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
伝
統
的
な
行
き
か
た
と
は
異
質
の
、
民
営
化
に
よ
り
、
個
別
的
な
需
要
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
効
率
向
上
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
動
き
も
現
れ
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
線
の
レ
ベ
ル
で
、
従
事
者
が
自
己
の
利
益
を
求
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
利
益
を
考
慮
し
な
い
と
か
、
さ
ら
に
は
、
受
け
手
を
憎
悪
す
る
雰
囲
気
を
生
じ
て
い
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
官
僚
制
が
市
民
と
接
触
す
る
場
面
で
起
り
が
ち
な
逆
機
能
3６ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展M|:１
ｌ
最
初
の
も
の
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
別
縄
張
り
、
硬
直
し
た
手
続
三
非
人
間
的
扱
い
、
サ
「
ビ
ス
の
遅
延
な
ど
Ｉ
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
を
克
服
す
る
通
常
の
努
力
は
、
官
僚
制
の
強
化
、
技
術
的
な
合
理
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
化
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
（４） 
従
事
者
と
受
け
手
の
相
互
関
係
を
稀
薄
に
し
、
問
題
を
増
幅
す
る
。
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
は
、
組
織
の
よ
り
上
位
の
レ
ベ
ル
で
も
、
し
ば
し
ば
矛
盾
を
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
民
間
部
門
に
お
け
る
よ
う
な
合
理
的
経
営
が
容
易
に
成
立
し
な
い
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
異
な
っ
た
政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
立
場
が
組
織
の
背
景
に
あ
る
こ
と
な
ど
で
、
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
が
あ
い
ま
い
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
方
法
が
能
率
的
な
も
の
と
し
て
砿
（ＦＤ） 
立されていないこともある。実施結果についてのフィードバックがなされないことなどもあると一一一口われる。
オ
ッ
タ
ー
等
は
、
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
以
上
の
よ
う
な
経
営
上
の
問
題
が
生
じ
る
直
接
の
理
由
を
、
サ
ー
ビ
ス
産
出
に
つ
い
て
の
尺
度
が
な
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
政
治
や
行
政
の
管
理
者
が
組
織
を
統
制
す
る
際
、
尺
度
の
あ
る
資
源
（
ひ
と
、
予
算
な
ど
）
の
投
入
に
関
心
を
す
る
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
組
織
の
よ
り
下
位
の
業
務
運
営
の
あ
り
か
た
に
影
響
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
組
織
を
統
制
す
る
立
場
に
あ
る
者
と
、
従
事
者
と
労
働
組
合
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
の
関
心
を
度
外
視
し
て
業
務
、
労
伽
条
件
等
を
協
議
す
る
傾
向
も
生
じ
る
。
こ
の
結
果
、
病
院
で
、
給
食
時
間
を
受
け
手
の
状
況
に
関
わ
り
な
く
、
従
事
者
に
と
り
能
率
的
な
も
の
と
し
た
り
、
当
事
者
の
み
便
利
な
駐
車
場
を
確
保
し
、
患
者
の
駐
車
場
を
考
慮
し
な
い
と
い
っ
た
現
象
も
派
生
す
る
．
他
方
、
民
間
部
門
で
は
．
サ
「
ビ
ス
の
提
供
の
結
果
が
利
潤
を
も
た
ら
す
か
と
い
う
、
産
出
の
統
一
的
評
価
尺
度
ｌ
こ
れ
を
、
公
的
部
門
に
お
け
る
使
用
価
値
と
の
対
比
に
お
い
て
交
換
価
値
と
呼
ん
で
い
る
ｌ
が
あ
り
需
要
に
応
じ
た
活
動
が
な
さ
れ
る
．
オ
ッ
タ
ー
等
は
、
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
と
そ
の
問
題
点
を
以
上
の
よ
う
に
把
握
す
る
が
、
以
下
の
二
つ
の
主
要
な
対
応
策
は
こ
れ
に
根
拠
を
お
い
て
い
る
。
3７ 
ま
だ
も
の
を
生
産
す
る
作
業
集
団
と
比
較
し
た
、
仕
事
に
用
い
ら
れ
る
知
識
な
ど
の
違
い
に
つ
い
て
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ホ
ー
ムヘルパー等の対人サービスでは、必要とされる知識の性格が、現場での経験を通じて形成される、状況に即した全
体的統一されたもの（ｎ．貝の百四｝百・弓］の后の）であり、自発的な事態相応の行動、態度、経験（ゴ・【画長百・三のＱｍの）
（８） 
も重要であるとする。これは、対人関係の具体的場においてしか発展できない。そこつであるとすれば、第一線の半自
律
的
作
業
集
団
に
権
限
を
あ
た
え
る
こ
と
な
ど
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
知
識
は
、
こ
の
人
び
と
を
従
来
指
揮
し
て
き
た
社
会
福
祉
職
の
専
待される。
２
従
業
員
参
加
な
い
し
参
加
的
管
理
第一線レベルの従事者とサービスの受け手との関係については、スウェーデンにおける職場の民主化で豊富な経験
がある半自律的作業集団の機能に期待が寄せられた。なお、新しい作業組織の採用などの試みは、この国の労使関係
（６） 
のもとでは、労働組〈口と使用者側が中央、事業所レベルで協議し協定した枠組みのもとで実施されるから、半自律的
作業集団は、基本的に多層的な協力関係のもとにあるといってよいであろう。そこで、労使の上層が公的対人サービ
ス
の
改
善
１
１
有
効
性
効
雫
質
な
ど
ｌ
を
図
ろ
う
と
し
て
半
自
律
的
作
業
集
団
を
導
入
す
る
場
合
、
上
位
の
目
的
が
集
団
に
も
あ
る
程
度
浸
透
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
しかし、成行きに任される場合、半自律的作業集団がサービスの受け手との相互関係を受け手にとって好ましいも
（７） 
のとしてゆくとは限らない。さきに掲げた第一線における問題はむしろ、従事者の職場集団がその利益を守ろうとし
て
発
生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
オ
ッ
タ
ー
等
は
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
方
法
で
も
あ
る
、
民
主
的
対
話
を
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
適用しようとしている。ホームヘルパー等の従事者は、社会福祉職（の。Ｑ囚］ゴの言Ｈの弓・烏のＨ）、サービスの受け手な
ど
と
対
話
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
己
的
に
職
場
集
団
の
利
益
を
追
求
す
る
こ
と
な
く
、
受
け
手
と
の
相
互
関
係
の
質
を
高
め
る
こ
と
を
期
3８ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
３
公
的
競
争
公的競争は、労働生活センターが推進している、公的対人サービス改革のもうひとつの方法の柱である。この方法
は、一方で福祉国家の国民に対する均等なサービスの保障に価値を認めるが、他方、１で述べた公的対人サービスの
問題に対処するために登場した民営化における、受け手の必要に即したサービスの提供も評価して考案された。すな
わ
ち
、
均
等
な
サ
ー
ビ
ス
を
す
べ
て
の
者
に
保
障
し
た
う
え
、
競
争
原
理
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
公的競争の具体的な内容はおよそつぎの通りである。居住地の地区割に配置されている、公的対人サービスを行う
門
的
、
分
析
的
知
識
と
は
性
格
が
異
な
る
。
組
織
と
し
て
は
こ
の
二
つ
の
タ
イ
プ
の
知
識
が
必
要
で
あ
り
、
社
会
福
祉
職
が
助
言
者
的
立
場
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
半
自
律
的
作
業
集
団
を
支
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
要
請
が
実
現
さ
れ
る
。
オ
ッ
タ
ー
等
は
、
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
半
自
律
的
作
業
集
団
が
、
好
ま
し
い
相
互
関
係
の
展
開
の
基
礎
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
これは、半自律的作業集団が、民主的対話の単位となること、サービスのありかた（内容、方法、業務の配分と配置
な
ど
）
を
決
定
し
運
営
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
半
自
律
的
作
業
集
団
の
こ
の
機
能
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
掲
げ
た
公
的
対
人
サ
１
ビスの目的の不明確さが、第一線レベルで受け手の必要に即したサービスの提供という形で、緩和されること、また、
（９） 
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
に
関
す
る
、
上
部
で
決
定
さ
れ
た
ル
ー
ル
に
代
わ
り
自
主
的
な
ル
ー
ル
が
形
成
さ
れ
る
と
報
坐
ロ
さ
れ
て
い
る
。
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
半
自
律
的
作
業
集
団
を
用
い
た
改
革
の
事
例
と
し
て
は
、
後
掲
の
も
の
な
ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
民
主
的
対
話
を
伴
う
半
自
律
的
作
業
集
団
の
み
を
対
策
の
決
め
手
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
民
間
部
門
と
同
様
、
半
自
律
的
作
業
集
団
を
支
え
る
他
の
広
範
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
、
む
し
ろ
、
組
織
の
全
般
的
な
変
革
１
１
後
述
の
Ｃ
Ｎ
Ｓ
の
場
合
は
、
全
般
的
な
参
加
的
管
理
ｌ
の
な
か
に
半
自
律
的
作
業
集
団
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
．
3９ 
事
業
所
（
サ
ー
ビ
ス
・
セ
ン
タ
ー
）
や
従
事
者
の
効
率
を
促
し
た
り
、
公
的
政
策
に
沿
っ
た
行
動
を
奨
励
す
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
お
く
こ
と
も
、
付
帯
的
に
推
賞
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
競
争
と
い
っ
て
も
、
商
品
市
場
に
お
け
る
よ
り
は
範
囲
が
狭
く
、
行
政
に
よ
り
サ
ー
ビ
ス
の
備
え
る
べ
き
基
準
が
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
そ
の
ま
ま
実
現
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
実
現
に
あ
た
っ
て
若
干
の
問
題
も
あ
る
。
特
に
、
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
の
セ
ン
タ
ー
の
地
域
的
分
布
か
ら
、
僻
地
で
は
、
受
け
手
に
よ
る
選
択
の
余
地
が
な
い
場
合
が
生
じ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
比
較
的
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
オ
ッ
タ
ー
に
よ
る
と
、
こ
の
モ
デ
ル
が
機
能
す
る
に
は
、
労
働
組
合
が
、
組
合
員
の
地
域
間
異
動
を
認
め
る
こ
と
や
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
認
め
る
な
ど
の
柔
軟
性
が
必
要
で
あ
る
。
１
に
挙
げ
た
問
題
点
に
対
処
し
な
い
と
、
民
営
化
を
は
じ
め
組
合
に
不
利
な
事
態
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
中
央
レ
ベ
ル
な
ど
で
は
必
ず
し
も
変
化
に
消
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
政
治
家
に
つ
い
て
も、供給側のみでなく、サービスの受け手の側と需要を重視する必要がある。
公
的
競
争
は
、
普
遍
的
給
付
と
受
け
手
側
の
選
択
を
折
衷
し
た
便
宜
的
方
法
に
過
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
オ
ッ
タ
ー
等
は
民
主
主
義
発
展
の
意
義
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
欧
で
は
、
投
票
に
よ
る
民
主
政
治
を
基
軸
と
し
て
、
主
要
な
利
害
関
係
分
野
で
民
主
的
な
関
係
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
。
①
社
会
の
分
野
で
は
、
移
転
所
得
に
対
す
る
受
け
手
ま
た
は
住
民
の
受
給
権
を
通
じ
て
、
②
経
済
施設について、サービスの受け手が、従来の管轄地区を超えて、施設を選択できるようにするものである。同時に、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を
分
権
化
し
、
詳
細
な
統
一
的
規
制
を
避
け
る
よ
う
に
す
る
。
受
け
手
の
選
択
に
合
致
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
施
設は利用者が増加するので、そこに資源を配分する。個人の選択のほか、専門職集団、受け手集団、政治家などの意
思
決
定
で
、
管
轄
範
囲
外
の
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
２
に
お
け
る
半
自
律
的
作
業
集
団
な
ど
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
が
行
わ
れ
る
場
合
、
受
け
手
の
必
要
に
配
慮
さ
れ
る
わ
け
で
、
公
的
競
争
は
、
そ
の
普
及
を
促
進
す
る
要
因
と
な
り
う
る
で
あ
る
ア「ｚＯ
4０ 
４
事
例
剛展
（
１
）
エ
レ
ブ
ロ
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
ー
グ
ル
「
プ
に
よ
る
参
加
の化ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
高
齢
者
に
対
す
る
在
宅
福
祉
と
し
て
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
制
度
が
発
達
し
て
お
り
、
コ
ム
ー
ン
（
日
ロ
日
ロ
ロ
昌
口
）
が
人
こ
の
制
度
を
置
い
て
い
る
。
高
齢
者
約
五
人
に
ひ
と
り
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
お
り
、
そ
の
仕
事
は
、
掃
除
、
料
班
、
洗
瀬
、
外
出
の
介
の
（Ⅱ） 
鋤肋、銀行などの用事の代替などである。エレブロ市（○ＨのケＨ・）では、一九八○年代の初めに、行政サービスのありか
労る
た
の
大
き
な
改
革
が
試
み
ら
れ
た
。
人
口
九
○
○
○
人
ご
と
に
地
区
委
員
会
（
Ｃ
】
の
国
Ｒ
ｍ
ｏ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
市
議
会
議
員
を
分
割
し
た
も
の
と
けぉ管理者等からなる。）を置き、四極のサービスを統〈口した。これらは社会政策（児童福祉、老人福祉、福祉給付）、学
にン
校
、
公
園
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
文
化
で
あ
る
。
こ
の
改
革
は
、
市
の
行
政
と
住
民
の
関
係
を
民
主
的
に
強
め
、
行
政
の
効
率
を
『ア一一局める目的でなされたものである。市の各種施設で従事者の参加がこのため重要な方法と見なされていた。高齢者福
エウ祉
に
つ
い
て
は
、
効
率
化
の
必
要
も
あ
り
、
ま
た
ノ
ー
マ
ー
フ
イ
ゼ
イ
シ
ョ
ン
の
視
点
か
ら
、
施
設
に
収
容
し
て
行
う
よ
り
在
宅
の
サ
ー
ビ
ス
ス
に
切
替
え
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
た
。
以
上
の
背
景
の
も
と
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
仕
事
の
改
善
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
生
産
の
分
野
に
お
い
て
は
、
組
合
に
よ
る
交
渉
・
協
議
が
な
さ
れ
る
が
労
働
者
が
組
合
員
と
な
る
こ
と
を
通
じ
て
、
③
個
人
消
費
の
分
野
に
つ
い
て
は
、
商
品
市
場
に
お
け
る
安
全
、
質
な
ど
の
公
的
規
制
と
購
買
の
選
択
を
通
じ
て
、
市
民
の
発
言
、
影
響
力
が
行
使
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
④
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
制
度
を
欠
い
て
い
た
と
い
う
。
制
度
が
な
い
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
受
け
手
が
影
響
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
公
的
競
争
は
、
こ
の
分
野
に
お
い
て
受
け
手
の
発
言
を
認
め
る
も
の
で
、
市
民
・
民
主
主
義
（川）
（Ｏ三一ｑの日・ＯＨｍｎ］）であるという。公的競争では、政治や行政の側が主体となって効率化や質の向上を図るように、
競
争
を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
受
け
手
の
側
に
具
体
的
選
択
を
委
ね
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
4１ 
具
体
的
に
は
、
五
～
八
人
の
自
律
的
な
チ
ー
ム
を
編
成
し
た
。
各
人
は
、
前
述
の
家
事
的
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
管
珊
、
記
録
、
医
師
と
の
連
絡
、
適
切
な
鵬
督
の
も
と
に
薬
の
投
与
や
注
射
な
ど
を
行
う
。
チ
ー
ム
に
は
鵬
督
者
は
お
ら
ず
、
メ
ン
バ
ー
間
の
協
議
に
よ
り
、
外
部
と
の
調
繋
、
派
遣
の
計
画
、
経
験
の
交
流
と
メ
ン
バ
ー
の
知
識
熟
練
の
向
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
。
他
の
自
治
体では、社会福祉職が、一一、三の監督者を指揮し、各監督者は、一一○人程度のグループいくつかを指揮する。エレブ
ロでは、社会福祉職は支持・助言する立場にあり、監督者もいない。他の自治体では、ホームヘルパーの
役割は
特定
さ
れ
、
例
え
ば
医
師
と
の
接
触
は
監
督
者
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
。
エ
レ
ブ
ロ
の
方
式
で
は
、
受
け
手
な
ど
か
ら
の
情
報
を
チ
ー
ム
に
伝
え
て
対
応
で
き
る
し
、
受
け
手
と
の
対
話
を
通
じ
、
そ
の
需
要
に
応
じ
弾
力
的
、
臨
機
に
サ
ー
ビ
ス
で
き
る
な
ど
、
１
で
述
べ
た
オ
ッ
タ
ー
の
視
点
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
高
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
仕
事
の
内
容
の
豊
富
化
か
ら
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
仕
事
に
魅
力
が
増
し
、
新
規
採
用
が
容
易
に
な
っ
た
と
い
う
効
果
も
あ
っ
た
。
係
を
形
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
改
善
に
あ
た
っ
て
の
原
則
は
、
分
権
化
、
部
門
別
隔
壁
の
除
去
、
規
則
に
よ
る
規
制
の
廃
止
、
受
け
手
の
参
加
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
原
則
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
以
外
の
改
革
も
貫
く
も
の
で
あ
っ
た
。
諸
原
則
を
実
現
す
る
た
め
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
改
善
の
内
容
は
、
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
従
事
者
の
参
加
で
あ
っ
た
。
も
の
の
生
産
に
お
い
て
、
半
自
律
的
作
業
集
団
が
用
い
ら
れ
た
経
験
は
豊
富
な
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
に
応
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
施
設
か
ら
住
居
に
高
齢
者
が
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
複
雑
化
し
た
が
、
他
の
自
治
体
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
専
門
化
、
分
化
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
標
準
化
な
ど
、
官
僚
制
的
に
対
処
し
た
．
し
か
し
、
こ
れ
は
受
け
手
を
澗
足
さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
．
オ
ッ
タ
ー
は
こ
れ
を
個
人
ｌ
個
別
性
統
合
性
あ
る
人
間
で
あ
る
主
体
ｌ
の
需
要
に
応
じ
、
受
け
手
と
の
相
互
関
係
で
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
と
分
析
し
て
い
る
。
エ
レ
ブ
ロ
は
、
他
と
対
照
的
に
、
個
別
的
個
人
を
重
視
し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
受
け
手
の
間
に
相
互
関
4２ 
（
２
）
奨
学
金
局
の
サ
ー
ビ
ス
経
営
奨学金局（ＣＳＮ、英語名日ロ①のゴの臼の可の庁已の貝Ｆ・自Ｃの宮耳目の日）は一九八○年代の後半に、約九○万人の学
生
に
援
助
を
行
っ
て
お
り
、
従
業
員
一
二
○
名
の
公
的
機
関
で
あ
っ
た
。
七
○
年
代
末
に
い
く
つ
か
の
事
情
（
事
務
所
の
移
転
、
学
生
に
開展
よ
る
制
度
変
更
要
求
、
銀
行
へ
の
業
務
移
管
の
要
求
、
政
府
に
よ
る
中
央
情
報
処
理
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
な
ど
）
が
重
な
り
組
織
の
危
機
に
の化見
舞
わ
れ
た
が
、
新
し
い
理
事
者
の
も
と
で
、
抜
本
的
か
つ
系
統
的
な
組
織
と
管
理
の
改
革
を
行
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
経
間人
営
者
な
ど
の
い
う
、
新
し
い
経
営
の
考
え
方
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
念
は
、
適
正
な
援
助
を
、
適
正
な
時
に
、
適
正
な
人
に
、
の鋤適
正
な
資
源
を
用
い
て
行
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
従
業
員
や
利
用
者
と
協
議
し
て
決
め
ら
れ
た
。
管
理
者
が
、
過
去
の
労る
経
営
を
一
新
す
べ
く
、
戦
略
を
た
て
、
具
体
化
計
画
と
予
算
を
策
定
し
、
従
業
員
と
の
協
議
を
経
て
、
こ
れ
を
確
定
し
た
。
事
業
期
間
けぉ
（
年
度
）
が
一
年
か
ら
三
年
に
延
長
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
活
動
を
官
公
庁
的
な
も
の
よ
り
は
民
間
企
業
的
な
も
の
と
し
、
経
営
に
柔
軟
性
にン
を
も
た
ら
す
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一ア一サ
ー
ビ
ス
の
第
一
線
で
あ
る
作
業
組
織
と
従
事
者
の
職
務
、
経
営
組
織
を
改
革
し
、
分
権
化
、
参
加
の
促
進
を
図
っ
た
。
経
営
組
織
で
エゥは
、
一
二
部
七
階
層
で
あ
っ
た
組
織
構
成
を
五
部
三
階
層
に
、
フ
ラ
ッ
ト
化
し
た
。
中
間
管
理
職
を
な
く
し
、
助
言
者
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
置
く
な
ど
組
織
の
動
態
化
を
図
っ
た
。
第
一
線
は
、
作
業
チ
ー
ム
で
こ
こ
に
日
常
的
な
決
定
権
限
を
与
芦
え
た
。
チ
ー
ム
の
大
き
さ
は
五
エ
レ
ブ
ロ
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
こ
の
市
と
、
比
較
対
照
と
し
た
市
の
従
事
者
を
対
象
と
す
る
意
見
調
査
、
両
市
間
の
従
事
者
の
交
換
に
よ
る
相
互
体
験
を
も
と
に
し
た
影
響
の
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
上
記
チ
ー
ム
制
を
と
っ
た
こ
と
白
体
に
よ
る
直
接
的
な
影
響
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
受
け
手
と
の
接
触
が
密
で
あ
る
こ
と
、
受
け
手
を
嫌
う
と
い
っ
た
こ
と
が
少
な
い
こ
と
な
ど
の
（皿）
好ましい傾向が現れている。
4３ 
～一二人であった。メンバーの間で職務交替を行い、共同で意思決定にあたった。チームは実際的配慮から、自律を
徹底せずリーダー（管理者）がおかれた。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
慣
行
で
は
先
進
的
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
教
育
訓
練
を
重
視
す
る
政
策
を
採
用
し
た
。
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
、
有
効
性
、
部
下
の
動
機
づ
け
な
ど
に
つ
い
て
互
い
に
討
論
し
、
管
理
者
が
結
論
を
提
示
し
て
向
ら
実
行
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
行
っ
た
。
智
理
者
が
部
下
の
教
育
の
責
任
を
も
ち
、
そ
の
能
力
開
発
を
図
っ
た
。
ま
た
、
決
定
を
公
正
な
も
の
と
す
る
た
め
、
従
業
員が政策や手続きを熟知するよう教育した。さらに、新たに加わった業務について個人の知識、処理能力を拡大した
ほ
か
、
す
べ
て
の
従
業
員
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
か
た
な
ど
に
つ
い
て
教
育
し
た
。
業
務
の
範
囲
と
処
理
方
法
に
つ
い
て
改
革
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
別
の
機
関
で
行
わ
れ
て
い
た
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
移
管
を
う
け
、
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
な
っ
た
。
外
部
に
依
存
し
て
い
た
業
務
を
取
り
込
ん
だ
。
つ
ぎ
に
、
学
生
援
助
の
種
類
ご
と
に
違
っ
て
い
た
事
務
処
理
を
単
純
化
し
て
統
一
し
た
．
こ
れ
は
、
作
業
チ
ー
ム
が
各
種
の
援
助
を
扱
い
、
利
用
者
の
照
会
に
あ
た
り
直
ち
に
Ｉ
た
ら
い
回
し
に
せ
ず
ｌ
答
え
う
る
態
勢
に
必
要
で
あ
っ
た
．
な
お
、
従
業
員
個
人
の
提
案
を
う
け
、
積
極
的
に
取
り
あ
げ
て
ゆ
く
こ
と
と
し
、
サ
ー
ビ
ス
と
事
務
処
班
の
具
体
的
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
利用者など外部との関係としては、まず、理事会に、国会議員、全国組合と支部組合の代表、主要な利用者代表が
参加した。また利用者や理事会メンバー選出母体などと意思疎通を図った。第三者である調査者に依頼して、利用者
が
サ
ー
ビ
ス
に
満
足
し
て
い
る
か
調
査
し
、
従
業
員
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど
の
こ
と
を
行
っ
た
。
以上のように全般的な経営の改善を行ったが、その結果、申請から支払いまでの期間の著しい短縮（八～一二週か
ら
一
○
日
へ
）
、
問
題
あ
る
ケ
ー
ス
の
相
談
な
ど
利
用
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
向
上
し
た
ほ
か
、
能
率
の
向
上
と
コ
ス
ト
の
削
減
（旧）
（｜ケースあたり一二五％）がみられ、従業員の欠勤、離職の減少などの効果も現れた。
4４ 
スウェーデンにおける労働の人間化の展開
公
的
部
門
に
お
け
る
組
織
と
仕
事
の
改
善
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
公
的
対
人
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
な
い
し
、
国
民
か
ら
み
た
問
題
点
は
、
低
い
効
率
、
従
事
者
側
の
利
益
の
主
張
、
画
一
性
な
ど
、
官
僚
制
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
側
面
で
あ
り
、
先
進
各
国
に
共
通
し
て
い
る
。
オ
ッ
タ
ー
等
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
手
と
従
事
者との相互関係とみなしているが、これが、革新の目標となる。このような目標に対して、サービス従事者の半自律
的
作
業
集
団
と
、
受
け
手
な
ど
と
の
対
話
と
い
う
方
法
に
よ
り
、
問
題
の
多
く
が
解
か
れ
る
。
と
か
く
対
策
の
決
め
手
と
み
な
さ
れ
る
半
自
律
的
作
業
集
団
が
利
己
的
に
行
動
す
る
こ
と
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
民
主
的
対
話
が
こ
の
欠
陥
を
補
う
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
公
的
競
争
で
は
、
受
け
手
な
ど
に
選
択
の
余
地
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
供
給
者
側
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
す
。
エ
レ
ブ
ロ
の
例
は
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
半
自
律
的
作
業
集
団
が
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｃ
Ｓ
Ｎ
の
場
合
は
、
前
項
の
ト
ム
テ
ボ
ー
ダ
の
場
合
ｌ
公
的
部
門
に
属
す
る
が
便
宜
的
に
民
間
部
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（弱汪）
（１）一九八三年に労働力の三六％・丸尾直美「労働市場と労働政策」スウェーデン社会研究所編『スウェーデンハンドブ
ック』（早稲田大学出版部、一九八七年）。
（２）拙稿「公務におけるＱＷＬＩカナダの場合（上）」『社会労働研究』第三六巻第二号（一九八九年）。
（３）内】ｎヶ口ａｍ・の囚］〔日囚ロロロロ○口の庁のロぐ○口○耳の『〉《《閃の‐ぐ日日」』且口、勺ロワ｝』ｎ国の口］ｇｏ日のの曰の〔のロ〕の亜ロ勺Ｈ○℃○のロー｛○【勺ロウ］】Ｏ
○○口〕□の（屋○口旨のョのｑのＰごｍ、ａ罫吊宣禺ごｚ○・「（乞雪）。
（４）○口の〔のロぐ○コ○耳のＨ》〈《ごく○円丙のＨの》勺閏はＱｂｐは。□ｐｐｑごく○門画ロ、【ロ○二』の□ぬの》〉〉勺ロロの【ｂ円のの①貝のＱ囚〔〔すのＣｏｐｍのＨのｐＯの《《○ユ（門口一
4５ 
勺の『のｂのＯはぐの①ご○品口日いぃｐｏｐｐ］日ロの○二》〉の①耳・》己田》、四日、丘○○一」の、の）Ｑごロ曰く．。【ｚの三目。Ｈ丙・ｇｏ．。（へ勺ロウ］】ｎ
ｍの円く】Ｏののごｍｚのゴロ日叩岳の閃。］の。命二○門丙のＨ勺日はＱｂｍは○口〉．（日｛日の○・）（日ロ①の弓の臼のケＯのロ［のＨ開。【ヨ。『画ロ、口｛の》］●の『）．
（５）○ｍの〔のロぐ○口○耳のＨ〉疾勺ロウ｝『ｎｍの門ぐ』、のｍの〔０．・〉
（６）］巳甘の○ｍｇのＨｏＰ《屏曰ロの閂日ロ］の日のロロ〔｛○口○ｍ向日ロ一○］の①勺口耳】Ｑｂｍｐｏｐ旨のｎｍｐｓｐｍぐ団口勺口区ＨＯｍの、〔。【国員のｍｐｎ３Ｑののご
（日】日の。，）（Ｈケの①弓の曰の可○の口斤のＨｍｏＨヨョ。『嵐口ぬい黙①どのロ）．
（７）ｏ口の庁のロぐ。□○群のＨ）（ＢｐＺ｛０ｍの『ａｎのｍの庁、．〉〉
（８）○口の〔のロぐ○口○（〔のＨ》Ｒご「○『丙の『の〉勺囚耳』Ｑｂｍは○口の（ｐごロ。．）展勺ロワー』ｎｍの『ａｎのｍの〔、．）》
（９）○口の（のロぐ○口〔耳（のＨ〉（（勺ロウ｝】ｎｍの『ぐ門のｍの〔○））
（皿）０ｍの〔のロぐ。ご○〔（のＨ四国Ｑ幻】、ゲロＨ９，．ｍｍ岸日囚ロ）展ご○』、の》Ｃｐｏ』、の山口ロ＆のｐロ①のは○口。〔ロゴ］ＣのＢｏＱｍｎご曰岳の①ゴの曰の可
ご『の］註同のの［日の》。（ロ回日のＰ）（弓可ののョの曰のケ○のご〔のＨ【。『己「。『嵐ロ、口（①○ごｍ函）・
（
Ⅱ
）
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ス
ウ
ェ
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デ
ン
社
会
研
究
所
編
『
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ハ
ン
ド
ブック』（早稲田大学出版局、一九八七年）
（Ⅲ）○口の〔のロぐ○口○＃のＨ》《《内ののｂｏｐ凶ぐのロ①のの曰勺ロウ」円のの『ａｎのｏＨｍ囚已Ｎｍは○コの》〔ロの○口の①【○門《勺口亘『Ｃｏｏ日ロの〔三○コ）ｐｐｑ
〈勺閂画Ｑｂｍ〔弓の宮口ｐｐｍの日のロ〆§勺四℃のＨ勺【のｍの口斤のロ呉○両ＣＤご『○門岸のケ○℃〈〈ＱＳｍｐｍの。】Ｏののロロロ○○口のロ日の『ｚの①Ｑの》〉しロ，）
］＠ｍｍ・少日の〔のａｍＢ・Ｏｍの〔のロぐ○コ○〔〔の獄〈〈勺ロケ］門の①Ｈゴ、の⑪の庁ｏご
（旧）］巳閂の○四口〕のＨ○口》ｏｐＱ［Ｊｏｍの庁のロぐ○口○〔〔のｎ《（内ののｂ○口の】ぐのロ①の①の〔Ｑ〉
4６ 
